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『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅳ

廣
木
一
人
・
嘉
村
雅
江
・
寺
尾
麻
里
・
ボ
ニ
ー
・

マ
ッ
ク
ル
ー
ア

新
田
杏
奈
・
生
田
慶
穂
・
浅
井
美
峰
・
ノ
ッ
ト
・

ジ
ェ
フ
リ
ー

【
は
じ
め
に
】

本
稿
は
、
『
長
短
抄
』
中
巻
部
後
半
の
校
訂
本
文
と
注
釈
で
あ
る
。
青
山
学

院
大
学
大
学
院
の
廣
木
一
人
ゼ
ミ
に
お
け
る
『
長
短
抄
』
研
究
の
成
果
の
一
端

を
ま
と
め
た
も
の
で
、
廣
木
一
人
・
嘉
村
雅
江
・
寺
尾
麻
里
・
ボ
ニ
ー
・

マ
ッ

ク
ル
ー
ア
・
新
田
杏
奈
・
生
田
慶
穂
・
浅
井
美
峰
・
ノ
ッ
ト
・

ジ
ェ
フ
リ
ー
が

分
担
で
執
筆
し
、
寺
尾
が
全
体
の
加
筆
訂
正
と
統
一
を
行
い
、
廣
木
が
最
終
的

な
加
筆
訂
正
を
行
っ
た
。

本
グ
ル
ー
プ
は
既
に
二
条
良
基
連
歌
論
の
研
究
と
し
て
、「
『
九
州
問
答
』
注

釈
Ⅰ
～
Ⅱ
」（
「
緑
岡
詞
林
」
二
七
号
～
二
八
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
～
二
〇
〇

四
年
三
月
）
・
「
『
連
歌
十
様
』
注
釈
」
（
「
緑
岡
詞
林
」
二
九
号
、
二
〇
〇
五
年

三
月
）
・
「
『
撃
蒙
抄
』
注
釈
Ⅰ
～
Ⅲ
」
（
「
緑
岡
詞
林
」
三
〇
号
～
三
二
号
、
二

〇
〇
六
年
三
月
～
二
〇
〇
八
年
三
月
）
・
「
『
知
連
抄
』
注
釈
Ⅰ
～
Ⅳ
」
（
「
緑
岡

詞
林
」
三
三
号
～
三
六
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
～
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
、
梵

灯
庵
連
歌
論
の
研
究
と
し
て
「
『
梵
灯
庵
主
返
答
書
』
注
釈
Ⅰ
～
Ⅲ
」（
二
〇
一

三
年
三
月
～
二
〇
一
五
年
三
月
）・
「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅰ
～
Ⅲ
」（
「
緑
岡
詞
林
」

四
〇
号
～
四
二
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
～
二
〇
一
八
年
三
月
）
を
ま
と
め
て
い

る
。
適
宜
御
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
翻
刻
掲
載
に
あ
た
り
、
許
可
を
下
さ
っ
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
に
は
、
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

【
凡
例
】

○
『
長
短
抄
』
の
底
本
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
長
短
抄
」
（
天

理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
翻
刻
第
１
１
８
５
号
）
を
用
い
た
。
同
本
は
表
紙

左
肩
に
外
題
「
長
短
抄

中
」
と
記
す
。
同
本
の
影
印
が
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
和
書
之
部
第
七
巻
『
連
歌
論
集
』
（
八
木
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
）
に

所
収
、
翻
刻
が
岩
波
文
庫
『
連
歌
論
集
上
』
、『
俳
書
叢
刊
』
第
一
巻
（
臨
川
書

店
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
）
に
所
収
。
ほ
か
、
謄
写
本
に
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
蔵
の
も
の
が
あ
る
。

○
底
本
本
文
は
内
容
ご
と
に
章
段
が
区
切
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
内

容
に
よ
っ
て
私
に
章
段
を
区
切
り
、
各
章
段
冒
頭
に
《

》
の
中
に
私
に
段
の

通
し
番
号
と
章
段
名
を
記
し
た
。

○
底
本
の
欠
脱
部
や
文
意
が
通
じ
な
い
箇
所
に
関
し
て
は
、
必
要
最
小
限
の
改

訂
を
行
い
、
校
訂
本
文
を
作
成
し
た
。
校
訂
を
行
っ
た
箇
所
は
右
傍
に
【

】
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を
付
し
、
そ
の
中
に
底
本
の
状
態
を
記
し
、
注
釈
で
校
訂
の
内
容
を
説
明
し
た
。

○
底
本
の
判
読
が
不
能
な
箇
所
に
関
し
て
は
、
■
で
示
し
た
。
そ
の
箇
所
を
校

訂
に
よ
っ
て
補
っ
た
場
合
に
は
、
右
傍
に
■
を
付
し
、
注
釈
で
校
訂
の
内
容
を

説
明
し
た
。
そ
の
際
、
他
の
翻
刻
書
を
参
考
と
し
た
場
合
に
は
、
注
釈
に
取
り

上
げ
た
。
扱
っ
た
翻
刻
書
と
そ
の
略
号
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

〈
岩
波
文
庫
〉
…
伊
地
知
鐵
男
編
『
連
歌
論
集
上
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三

年
）
所
収
の
翻
刻
。

〈
俳
書
叢
刊
〉
…
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
編
『
俳
書
叢
刊

第
一
巻
』
（
臨
川

書
店
、
昭
和
六
十
三
年
）
所
収
の
翻
刻
。

〇
底
本
本
文
に
ふ
り
が
な
が
あ
る
箇
所
に
関
し
て
は
、
そ
の
ふ
り
が
な
を
カ
タ

カ
ナ
で
表
記
し
、
注
釈
で
説
明
し
た
。

○
そ
の
他
の
本
文
改
訂
は
左
記
の
方
針
で
行
っ
た
。

・
私
に
濁
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。

・
旧
漢
字
体
の
も
の
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
送
り
が
な
を
私
に
付
し
た
。
そ
の
際
に
は
該
当
部
分
に
傍
点
を
付
し
た
。

・
原
本
は
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
が
、
カ
タ
カ
ナ
は
平
仮
名
に
直
し

た
。
適
宜
漢
字
の
部
分
を
平
仮
名
に
、
仮
名
の
部
分
を
漢
字
に
直
し
た
。
た

だ
し
、
元
の
表
記
が
仮
名
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
そ
の
仮
名
を
、
漢
字
で
あ
っ

た
所
は
そ
の
漢
字
を
、
ル
ビ
に
残
し
た
。

・
踊
り
字
は
す
べ
て
開
き
、
原
型
を
ル
ビ
に
残
し
た
。
た
だ
し
、
適
宜
ル
ビ

に
濁
点
を
付
し
た
。

・
本
文
に
お
い
て
、
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
は
、
私
に
書
き
下
し
、

原
型
を
ル
ビ
に
残
し
た
。

・
本
文
に
お
い
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
誤
り
が
あ
る
際
に
は
、
そ
れ
を
改
め

て
右
傍
に
ル
ビ
で
底
本
表
記
を
付
し
た
。
ま
た
、
漢
字
に
宛
て
換
え
た
場
合

は
、
ル
ビ
に
お
い
て
そ
れ
を
改
め
て
、
底
本
の
表
記
は
［

］
内
に
記
し
た
。

・
校
注
者
が
読
解
の
便
宜
の
た
め
に
付
し
た
ル
ビ
は
（

）
に
入
れ
て
示
し

た
。

・
本
文
中
に
お
い
て
、
和
歌
や
句
の
引
用
に
は
〈

〉
を
、
作
品
名
に
は
『

』

を
付
し
て
示
し
た
。そ
れ
以
外
で
語
句
や
文
を
括
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

「
」
を
用
い
た
。

・
本
文
中
の
割
り
注
・
傍
注
の
部
分
は
そ
の
部
分
を
〔

〕
に
入
れ
て
示
し

た
。

○
本
文
中
の
連
歌
・
和
歌
に
、
私
に
巻
頭
か
ら
一
句
（
一
首
）
ご
と
に
順
に
番

号
を
算
用
数
字
で
付
し
た
。

○
各
句
・
歌
ご
と
に
、
番
号
を
算
用
数
字
で
〈

〉
に
入
れ
て
記
し
、［
解
説
］

な
ら
び
に
［
現
代
語
訳
］
の
項
を
設
け
た
。
句
と
句
と
が
付
合
で
あ
る
場
合
に

は
、
前
句
と
付
句
と
を
一
対
で
扱
い
、
［
解
説
］
に
代
わ
っ
て
［
付
合
］
の
項

を
設
け
た
。
出
典
や
他
出
等
を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
［
備
考
］
の
項

を
設
け
た
。

○
引
用
文
献
は
読
解
に
不
便
な
漢
字
・
仮
名
は
適
宜
宛
て
換
え
、
送
り
仮
名
を

送
り
、
漢
文
は
書
き
下
し
て
、
で
き
る
だ
け
読
み
易
い
表
記
と
し
た
。
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《
五
十
三
、
挿
入
部
分
》

発
句

*1

三
体

*2

〇-

〇-

〇-

〇-
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

同
*3

大
廻
し
。

〇
―
〇
―
〇
、
悪
し
。

哉
・
け
り
・
真
字
留
。

．

．

心

詞

*4

*5

*6

■
―
■
―
■
、
続
け
べ
し
。
心
詞
前
に
同
じ
。

し

な

か

し

つ
ゞ

同

前

*7

上
は
下
よ
り
。

*8

下
は
、
三
七
三
七
、
吉
し
。
二
七
、
悪
し
。

但
し
句
に
よ
る
。

．

．

．

々

々

*9

*10

「
梓
弓
」・
「
祝
」、
差
し
出
で
ぬ
が
良
き
な
り
。

さ

い

よ

也

*11

「
恋
衣
」、
恋
に
同
じ
。「
旅
衣
」、
旅
に
同
じ
。

「
菅
の
根
の
」、
長
。

．

．

す
が

*12

*13

「
秋
の
夜
の
」、
同
。

「
夏
の
日
の
」、
あ
つ
。

よ

*14

*15

か
く
の
ご
と
き
の
類
、
他
こ
れ
に
准
ず
。

如

此

准

他

之

【
注
釈
】

発
句

以
下
の
部
分
は
、
底
本
で
は
「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅲ
」《
五
十
二
、
て

*1に
は
付
（
四
）》
の
「
重
ね
て
に
は
」
に
つ
い
て
の
内
容
の
う
ち
、
〈

〉
の
句

159

と
〈

〉
の
句
と
の
間
に
、
見
開
き
で
存
在
し
て
い
る
。
本
段
の
三
つ
の
内
容

160

は
「
重
ね
て
に
は
」
と
は
関
係
な
く
、
〈

〉
・
〈

〉
の
付
合
も
そ
の
ま
ま
続

159

160

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
来
は
別
紙
や
裏
書
の
よ
う
な
形
だ
っ
た
も
の
が
、
書

写
過
程
で
挿
入
さ
れ
た
も
の
か
。「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅲ
」
で
は
「
重
ね
て
に
は
」

の
項
を
一
連
の
も
の
と
し
て
繋
げ
て
注
釈
を
付
し
た
た
め
、
こ
の
「
発
句
」
以

下
の
挿
入
さ
れ
て
い
る
部
分
を
こ
こ
に
抜
き
出
し
て
注
釈
す
る
。
な
お
、
《
注

》
と
《
注

》
の
本
文
は
、
底
本
の
あ
り
か
た
を
忠
実
に
反
映
す
る
た
め
、

5

7

傍
記
を
ル
ビ
で
表
記
し
た
。

三
体

《
六
十
二
、
発
句
大
廻
し
》
に
見
え
る
「
三
体
発
句
」
の
こ
と
か
。

*2
同

前
と
同
じ
く
「
発
句
」
に
つ
い
て
だ
と
い
う
こ
と
。

*3
大
廻
し

《
六
十
二
、
発
句
大
廻
し
》
の
「
発
句
大
廻
し
」
の
項
に
拠
れ
ば
、

*4上
五
が
下
五
に
か
か
る
発
句
の
こ
と
を
言
う
。

〇
―
〇
―
〇
、
悪
し

大
廻
し
の
発
句
に
お
い
て
、
心
や
詞
が
上
の
方
に
偏

心

詞

*5っ
て
い
る
も
の
は
良
く
な
い
、
と
い
う
意
か
。

哉
・
け
り
・
真
字
留

「
哉
」・
「
け
り
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
発
句
の
切
れ
字
を

*6提
示
し
て
い
る
。「
真
字
」
は
漢
字
の
こ
と
で
、『
黒
本
本
節
用
集
』
に
「
真
字
」

マ

ナ

と
あ
る
。「
真
字
留
」
は
句
を
体
言
で
終
わ
ら
せ
る
体
言
止
め
の
こ
と
。

■
―
■
―
■
、
続
け
べ
し

不
詳
。
黒
い
四
角
が
良
く
な
い
と
い
う
意
だ
と

し

な

か

し

*7す
る
と
、
発
句
の
途
中
に
「
～
し
な
（
じ
な
）
」「
～
か
し
」
を
用
い
て
切
る
よ

う
な
こ
と
を
し
な
い
で
、
続
け
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
か
。「
続
け
べ
し
」
は
、

「
べ
し
」
の
二
段
活
用
未
然
形
接
続
の
用
法
。

上
は
下
よ
り

発
句
で
上
五
は
下
五
か
ら
か
か
る
こ
と
が
あ
る
、
の
意
か
。

*8未
詳
。
下
五
か
ら
上
五
に
か
か
る
句
の
組
み
立
て
方
法
に
、
《
五
十
六
、
廻
し
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て
に
は
》
が
あ
る
。

下
は
、
三
七
三
七
、
吉
し
。
二
七
、
悪
し

底
本
の
「
三
七
々
々
」
が
「
三

*9七
三
七
」
か
「
三
七
七
七
」
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
仮
に
前
者
と
し
た
。

こ
の
「
三
七
」
の
繰
り
返
し
は
誤
写
か
。
発
句
の
音
を
ど
の
よ
う
に
区
切
っ
て

詠
む
か
、
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
不
審
。
「
三
七
」
が
「
三
と
七
」
だ

と
し
て
も
「
二
十
一
」
だ
と
し
て
も
意
味
が
判
然
と
し
な
い
。
「
二
七
」
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

但
し
句
に
よ
る

但
し
そ
れ
も
句
に
よ
る
。
底
本
で
は
「
但
ニ
ヨ
ル
」
と
あ

*10り
そ
の
右
に
「
句
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
を
考
え
て
「
但
」
の
下
に
「
句
」

を
入
れ
込
ん
だ
。

「
梓
弓
」
・
「
祝
」
、
差
し
出
で
ぬ
が
良
き
な
り

「
梓
弓
」
や
「
祝
」
に
つ

*11い
て
詠
む
時
に
は
、
そ
の
意
が
あ
ま
り
表
面
に
強
く
出
な
い
よ
う
に
す
る
の
が

良
い
。「
梓
弓
」
は
梓
の
木
で
作
っ
た
弓
を
指
し
、「
い
」「
い
る
」「
ひ
く
」「
は

る
」「
す
ゑ
」
な
ど
を
導
き
出
す
枕
詞
と
し
て
、
「
梓
弓
春
の
山
辺
を
越
え
来
れ

ば
道
も
さ
り
あ
へ
ず
花
ぞ
散
り
け
る
」
（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
五
・
貫
之
）

の
よ
う
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
弓
と
し
て
の
意
味
を
強
く
表
面
に
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
の
が
良
い
、
と
し
て
い
る
。
「
祝
」
は
、
「
祝
ひ
」
「
祝
ふ
」

と
い
う
言
葉
を
詠
む
場
合
で
は
な
く
、
歌
題
の
「
祝
」
で
祝
意
を
詠
み
込
む
場

合
に
、
そ
れ
を
強
調
し
な
い
よ
う
に
詠
む
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
。

「
恋
衣
」
、
恋
に
同
じ
。
旅
衣
、
旅
に
同
じ

「
恋
衣
」
は
恋
の
意
で
詠
む
。

*12「
旅
衣
」
は
旅
の
意
で
詠
む
。
「
恋
衣
」
は
「
恋
衣
着
奈
良
の
山
に
鳴
く
鳥
の

間
な
く
時
な
し
我
が
恋
ふ
ら
く
は
」
（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
三
〇
八
八
・
作
者

未
詳
）
の
よ
う
に
、
恋
を
衣
に
見
立
て
て
詠
ま
れ
る
。「
旅
衣
」
も
同
様
に
「
旅

衣
た
ち
行
く
浪
ぢ
遠
け
れ
ば
い
さ
白
雲
の
ほ
ど
も
知
ら
れ
ず
」
（
新
古
今
集
・

羈
旅
・
九
一
五
・
奝
然
）
の
よ
う
に
旅
の
意
で
詠
ま
れ
る
。

「
菅
の
根
の
」、
長

「
菅
の
根
の
」
は
「
長
」
を
導
き
出
す
。「
散
り
ぬ
べ

*13き
花
見
る
時
は
菅
の
根
の
長
き
春
日
も
短
か
り
け
り
」
（
拾
遺
集
・
春
・
五
七

・
清
正
）
の
よ
う
に
詠
ま
れ
る
。

「
秋
の
夜
の
」、
同

「
秋
の
夜
の
」
は
同
じ
く
「
長
」
を
導
き
出
す
。「
き

*14り
ぎ
り
す
い
た
く
な
鳴
き
そ
秋
の
夜
の
長
き
思
ひ
は
我
ぞ
ま
さ
れ
る
」
（
古
今

集
・
秋
上
・
一
九
六
・
忠
房
）
の
よ
う
に
詠
ま
れ
る
。

「
夏
の
日
の
」、
あ
つ

「
夏
の
日
の
」
は
「
あ
つ
」
を
導
き
出
す
。「
な
が

*15な
が
と
思
ひ
暮
ら
せ
ど
夏
の
日
の
あ
つ
か
は
し
き
は
我
が
身
な
り
け
り
」
（
相

模
集
・
二
四
七
）
の
よ
う
に
詠
ま
れ
る
。

（
浅
井
）

《
五
十
四
、
義
理
付
》

一
六

、

儀
理
を
以
て
付
合
あ
り
。
上
手
の
好
む
付
合
な
り
。

下
手
は
仕
ら
ざ
る

．

之

也

不

仕

*1

*2

得
向
な
り
。
連
歌
に
云
ふ
、
．

也

二
人
渡
れ
ば
沈
む
浮
き
橋

ふ

た

り
わ
た

し
づ

う

162と
云
ふ
句
に
、

．
逢
ふ
人
や
し
ば
し
と
言
ふ
に
留
ま
る
ら
ん

．

．

あ

云

163
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更
々
寄
合
な
し
。
儀
理
ば
か
り
な
り
。
こ
の
意
は
、
二
人
渡
れ
ば
沈
む
橋
な
り
。

よ
り

斗

也

此

ふ

た

り
わ
た

し
づ

也

*3逢
ふ
人
、
「
し
ば
し
留
ま
れ
」
と
言
へ
ば
人
の
留
ま
る
な
り
。
こ
れ
、
橋
の
儀

．

．
．

と

い

え

也

是

之

理
に
て
付
く
な
り
。
面
白
き
風
情
な
り
。
ま
た
云
ふ
、

．

．

也

也

又

開
け
て
悔
し
き
浦
島
が
箱

あ

く
や

164と
云
ふ
に
、

．
な
ど
人
の
言
ひ
し
ま
ま
に
は
無
か
る
ら
ん

い

ゝ

ゝ

な

165こ
れ
も
、
浦
島
が
寄
合
一
つ
も
な
し
。
「
開
く
る
な
」
と
言
ひ
し
こ
の
箱
を
悔

．

是

あ

い

ゝ

此

く
や

し
く

思

へ
る
、
儀
理
の
付
合
な
り
。

お
［
を
］
も

え

也

【
注
釈
】

儀
理
を
以
て
付
合
あ
り
。
上
手
の
好
む
付
合
な
り

道
理
に
よ
る
付
合
（
方

*1法
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
手
な
詠
み
手
が
好
む
付
合
方
法
で
あ
る
。
「
儀
理
」

は
道
理
・
理
屈
の
意
。

下
手
は
仕
ら
ざ
る
得
向
な
り

「
得
向
」
は
未
詳
。
そ
の
語
句
を
除
く
と
、

*2下
手
な
詠
み
手
は
使
用
し
な
い
、
の
意
と
な
る
。

〈

・

〉

162

163

[

付
合]

二
人
で
渡
る
と
橋
が
沈
む
と
い
う
前
句
に
、
そ
の
よ
う
な
橋
で
逢
う
恋

人
た
ち
の
や
り
と
り
を
付
け
る
。
橋
を
渡
ろ
う
と
す
る
相
手
に
「
し
ば
ら
く
（
待

っ
て
）
」
と
言
う
と
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
。
一
度
に
一
人
し
か
渡
れ
な
い
橋
で
あ
る
と
い
う
理
屈
に
よ
る
付
合
。
付

句
は
一
句
と
し
て
は
別
れ
の
場
面
。
逢
い
に
き
た
人
に
、
「
し
ば
ら
く
」
と
引

き
留
め
て
も
、
留
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
意
味
に
読
め
、
別
の
場
面

に
転
じ
や
す
い
句
で
あ
る
。

[

現
代
語
訳]

《
前
句
》
二
人
で
渡
る
と
沈
む
浮
き
橋
で
あ
る
。
《
付
句
》
逢
い

に
く
る
人
に
、「
し
ば
ら
く
」
と
言
う
と
橋
を
渡
る
の
を
や
め
る
で
あ
ろ
う
か
。

更
々
寄
合
な
し
。
儀
理
ば
か
り
な
り

寄
合
は
全
く
な
い
。
理
屈
ば
か
り
に

*3よ
る
付
合
で
あ
る
。

〈

・

〉

164

165

[

付
合]

浦
島
太
郎
伝
説
の
玉
手
箱
は
開
け
て
悔
し
い
も
の
だ
と
い
う
前
句
に
、

開
け
な
い
よ
う
に
乙
姫
に
言
わ
れ
た
の
に
、
な
ぜ
そ
の
通
り
に
し
な
い
の
か
、

と
付
く
。
開
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
箱
の
道
理
に
関
わ
る
付
合
。
付
句
は
一

句
と
し
て
は
、約
束
を
守
ら
な
い
恋
人
と
の
関
係
を
述
べ
た
よ
う
な
意
に
読
め
、

恋
に
転
じ
や
す
い
句
。

[

現
代
語
訳]

《
前
句
》
開
け
て
悔
し
い
こ
と
で
あ
る
、
浦
島
の
箱
。
《
付
句
》

な
ぜ
人
が
言
っ
た
と
お
り
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
マ
ッ
ク
ル
ー
ア
）

《
五
十
五
、
句
組
の
事
》

一
七

、

句
組
の
事
、
洛
中
洛
外
随
分
の
人
々
多
々
誤
り
あ
り
。
心
得
べ
き
な
り
。

有

誤

可

心

得

也

*1
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梓

弓

斎
垣
に
引
く
は
御
し
め
縄

．

あ
づ
さ

い

が

き

166

*2

*3

こ
の
句
、
句
組
に
て
人
に
聞
き

落

と
さ
る
る
な
り
。
師
伝
な
き
仕
手
の
句

此

く

ゞ
み

き

ゝ

お
［
を
］

ゝ

也

*4な
り
。

こ
の
句
の
体
は
、
玉
の
冠
を
着
た
る
人
の
沓
を
腰
に
付
け
た
る
が
如

也

此

き

こ
し

つ

ご
と

*5

し
。

梓

弓
斎
垣
に
し
め
を
今
日
引
き
て
．

あ
づ
さ

井

墻

167
五
文
字
を
下
に
て
か
や
う
に
あ
ひ
す
ら
ひ
て
こ
そ
始
末
正
し
く
掛
け
合
ひ
た

様

い

い

た
ゞ

か

あ

い

*6れ
。
他
こ
れ
に
准
ず
。

准

他

之

【
注
釈
】

句
組
の
事
、
洛
中
洛
外
随
分
の
人
々
多
々
誤
り
あ
り

句
の
組
立
て
に
つ
い

*1て
、
都
の
中
に
も
郊
外
に
も
、
多
く
の
人
に
た
く
さ
ん
の
誤
り
が
あ
る
。

〈

〉
166梓

弓

こ
こ
で
は
「
斎
垣
」
の
「
い
」
に
か
か
る
枕
詞
。
ま
た
、
「
引
く
」

*2を
導
く
。

斎
垣

神
社
を
囲
む
垣
。

*3

[

解
説]

「
梓
弓
」
を
受
け
る
べ
き
「
引
く
」
と
い
う
語
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い

位
置
に
来
て
い
る
た
め
、
句
の
組
立
て
が
悪
い
例
。

[

現
代
語
訳]

斎
垣
に
引
い
て
あ
る
の
は
御
注
連
縄
で
あ
る
。

こ
の
句
…
仕
手
の
句
な
り

こ
の
句
は
、
句
の
組
立
て
に
よ
り
、
人
が
聞
い

*4

て
悪
く
思
う
の
で
あ
る
。
師
の
教
え
を
受
け
て
い
な
い
詠
み
手
の
句
で
あ
る
。

こ
の
句
の
体
は
、
玉
の
冠
を
着
た
る
人
の
沓
を
腰
に
付
け
た
る
が
如
し

こ

*5の
句
の
有
り
様
は
、
玉
の
冠
を
被
っ
て
い
る
人
が
、
靴
を
腰
に
付
け
た
状
態
の

よ
う
で
あ
る
。
「
玉
の
冠
」
は
即
位
式
な
ど
の
儀
式
に
使
う
、
宝
石
な
ど
で
飾

っ
た
冠
。

〈

〉
167

[

解
説]

〈

〉
を
修
正
し
た
例
。
最
初
の
「
梓
弓
」
と
最
後
の
「
引
き
て
」
の

166

バ
ラ
ン
ス
を
良
く
し
た
も
の
。
句
の
組
立
て
が
良
い
と
さ
れ
る
例
。

[

現
代
語
訳]

斎
垣
に
御
注
連
縄
を
今
日
引
い
て
。

五
文
字
を
下
に
て
…
掛
け
合
ひ
た
れ

上
五
を
下
に
於
い
て
こ
の
よ
う
に
対

*6応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
と
末
尾
が
正
し
く
関
わ
る
の
で
あ
る
。

「
あ
ひ
す
ら
ふ
」
は
「
あ
ひ
し
ら
ふ
」
に
同
じ
で
あ
ろ
う
。
「
あ
ひ
し
ら
ふ
」

は
程
よ
く
対
応
さ
せ
る
意
。

（
マ
ッ
ク
ル
ー
ア
）

《
五
十
六
、
廻
し
て
に
は
》

一
八

、

廻

し
て
に
は
の
事
、
た
と
へ
ば
、
後
に
云
ふ
べ
き
こ
と
を
先
づ
云
ふ

．

．

ま
は[

わ]

え

可

云

事

*1

な
り
。
連
歌
云
ふ
、
．

也

と
こ
そ
言
へ
な
ほ
待
ち
て
見
む

月
の
比

．

い

尚

み

168

*2

*3
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と
は
い
か
に

命
も
知
ら
ぬ

後
の
暮

わ

し

169

*4

*5

来
ぬ
も
の
を
待
て
と
ば
か
り
の
暮
ご
と
に

こ

物

ま

斗

170
こ
の
句
組
は
、「
月
の
比
と
こ
そ
言
へ
。
な
ほ
待
ち
て
見
む
」
と
云
へ
り
。「
命

．

此

い

尚

み

い

え

*6も
知
ら
ず
後
の
暮
と
は
い
か
に
」
と

廻

し
た
り
。
「
暮
ご
と
に
来
ぬ
も
の
を

し

ま
は[

わ]

こ

物

待
て
と
ば
か
り
は
」
と
云
ふ
句
な
り
。
歌
に
云
ふ
、

．

．

．

斗

わ

也

思
ふ
こ
と
な
く
て
や
見
ま
し

与
謝
の
海
の

天
の
橋
立

都

な
り
せ
ば

．

み

よ

さ

あ
ま

み
や
こ

171

*7

*8

*9

と
あ
り
。

「
与
謝
の
海
の
天
の
橋
立
都
よ
り
せ
ば
思
ふ
こ
と
な
く
て
見
る
べ

．

よ

さ

あ
ま

は
し
だ
て

事

み

*10

き
に
」
と
詠
め
り
。

詩
・
聯
句
に
こ
の
か
か
り
あ
り
。
詩
・
聯
句
は
韻
声
な

よ

此

ゝ

*11

ど
と
い
へ
ば
、
か
や
う
に
も
あ
る
べ
け
れ
ど
も
、
詩
歌
の
一
風
流
な
り
。

こ
の

ゝ

様

此

*12

句
組
、
二
度
三
度
も
す
れ
ば
人
の
聞
き
と
る
こ
と
あ
れ
ば
、
好
む
べ
か
ら
ず
。

き

ゝ

事

不

可

好

ま
た
云
ふ
、
．

又

知
ら
ず
と
よ

錦
の

褥

玉
の
床

し

し
と
ね

172

*13

*14

*15

こ
れ
も
こ
の
句
組
な
れ
ど
も
、
さ
し
出
づ
る
所
な
し
。
か
や
う
に
は
苦
し
か

是

此

い

様

く
る

*16ら
ず
。

下
の
句
に
こ
の
か
か
り
あ
り
。

此

ゝ

*17鳴
く
や
五
月
の

山
ほ
と
と
ぎ
す

．

ゝ

173

*18

知
ら
ず
今
夜
の
宿
は
い
づ
く
ぞ

し

174【
注
釈
】

廻
し
て
に
は
の
事

「
廻
し
て
に
は
」
は
、
後
に
来
る
べ
き
も
の
を
前
に
出

*1す
な
ど
、
通
常
の
語
順
を
変
更
し
て
組
み
立
て
る
句
作
方
法
の
こ
と
。
述
部
を

文
頭
に
配
す
る
、
現
代
の
倒
置
法
に
相
当
す
る
方
法
も
含
む
。

〈

〉
168と

こ
そ
言
へ

「
と
言
ふ
」
を
強
調
す
る
。「
と
こ
そ
言
へ
」
と
詠
む
歌
は
、

*2初
句
に
配
す
る
も
の
以
外
も
含
め
、
見
出
せ
な
い
。
類
似
の
言
い
回
し
が
見
ら

れ
る
例
に
は
、
「
相
思
ふ
こ
と
こ
そ
人
の
難
か
ら
め
我
が
思
ふ
こ
と
を
知
る
と

だ
に
言
へ
」
（
定
頼
集
・
一
四
〇
）
、
「
家
の
風
伝
ふ
る
宿
の
あ
た
り
を
ば
陰
な

び
く
べ
き
道
と
こ
そ
思
へ
」
（
拾
玉
集
・
五
一
五
七
）
等
が
あ
る
。

月
の
比

望
月
の
前
後
の
数
日
間
。

*3［
解
説
］「
廻
し
て
に
は
」
の
例
。「
月
の
比
と
こ
そ
言
へ
。
な
ほ
待
ち
て
見
む
」

の
、「
と
こ
そ
言
へ
」
を
頭
に
置
き
、「
月
の
比
」
を
後
尾
に
配
す
る
。

［
現
代
語
訳
］
月
の
こ
ろ
だ
と
い
う
。
や
は
り
待
っ
て
見
よ
う
。

〈

〉
169命

も
知
ら
ぬ

命
が
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
。「
命
も
知
ら
（
ず
）」

*4と
詠
ま
れ
た
歌
は
数
多
く
、
「
暮
れ
」
や
「
待
つ
」
と
結
ん
だ
例
に
は
「
暮
れ

待
た
む
命
も
知
ら
ず
い
は
橋
の
よ
る
と
は
誰
か
契
り
そ
め
け
ん
」
（
続
古
今
集

・
恋
一
・
一
〇
四
〇
・
行
意
）
等
が
あ
る
。

後
の
暮

次
に
来
る
夕
方
。
「
い
ま
だ
に
も
別
れ
を
急
ぐ
心
に
は
後
の
暮
れ

*5と
も
え
こ
そ
頼
ま
ね
」（
文
保
三
年
御
百
首
・
二
四
七
九
・
行
房
）。

［
解
説
］「
廻
し
て
に
は
」
の
例
。「
命
も
知
ら
ず
、
後
の
暮
と
は
い
か
に
」
の
、

「
と
は
い
か
に
」
を
頭
に
配
す
る
。
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［
現
代
語
訳
］
命
が
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
の
に
、
次
の
夕
暮
れ
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

〈

〉
170

［
解
説
］「
廻
し
て
に
は
」
の
例
。「
暮
ご
と
に
来
ぬ
も
の
を
待
て
と
ば
か
り
は
」

の
、「
来
ぬ
も
の
を
」
を
頭
に
置
き
、「
暮
ご
と
に
」
を
後
尾
に
配
す
る
。

［
現
代
語
訳
］
毎
夕
毎
夕
、
来
も
し
な
い
の
に
、
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
ば
か

り
言
っ
て
。

こ
の
句
組
は

以
下
、〈

〉〈

〉〈

〉
に
つ
い
て
の
説
明
。『
長
短
抄
』

*6

168

169

170

著
者
は
「
て
に
は
」
の
う
ち
、
一
句
に
つ
い
て
語
句
の
順
序
が
関
わ
る
あ
り
か

た
の
こ
と
を
、「
句
組
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〈

〉
171与

謝
の
海

歌
枕
。
「
天
の
橋
立
」
の
砂
嘴
の
内
外
の
海
の
こ
と
で
、
現
在

*7の
京
都
府
の
宮
津
湾
。

天
の
橋
立

歌
枕
。
現
在
の
京
都
府
宮
津
市
に
あ
る
。
与
謝
の
海
を
東
西
に

*8分
け
て
延
び
る
巨
大
な
砂
嘴
。

都
な
り
せ
ば

都
で
あ
っ
た
な
ら
ば
。
反
実
仮
想
。
底
本
「
ナ
リ
セ
ハ
」
の

*9「
ナ
」
の
右
傍
に
「
ヨ
」
と
あ
り
。

［
解
説
］
和
歌
で
「
廻
し
て
に
は
」
に
相
当
す
る
例
。
通
常
の
語
順
で
は
下
句

の
内
容
が
先
に
来
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
入
れ
換
え
、
倒
置
す
る
。

［
現
代
語
訳
］
物
思
い
せ
ず
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
こ
の
与
謝
の
海
の

天
の
橋
立
が
都
で
あ
っ
た
な
ら
。

［
備
考
］「
思
ふ
こ
と
な
く
て
ぞ
見
ま
し
与
謝
の
海
の
天
の
橋
立
都
な
り
せ
ば
」

（
千
載
集
・
羇
旅
・
五
〇
四
・
赤
染
衛
門
）
。
ほ
か
、
『
続
詞
花
集
』
。
本
書
と

同
じ
「
思
ふ
こ
と
な
く
て
や
」
の
形
で
載
る
の
は
、
『
玄
玄
集
』
、
『
金
葉
集
』

三
奏
本
、『
歌
枕
名
寄
』。

「
与
謝
の
海
の
…
べ
き
に
」
と
詠
め
り

「
与
謝
の
海
の
天
の
橋
立
が
都
で

*10あ
っ
た
な
ら
、
あ
れ
こ
れ
物
思
い
せ
ず
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
」
と
詠
ん

だ
の
で
あ
る
。
底
本
「
都
ヨ
リ
セ
ハ
」
で
あ
る
が
、
意
が
通
ら
な
い
。〈

〉［
備

171

考
］
に
挙
げ
た
他
出
か
ら
し
て
、
「
都
な
り
せ
ば
」
が
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

詩
・
聯
句
に
こ
の
か
か
り
…
一
風
流
な
り

漢
詩
・
聯
句
に
こ
の
種
の
こ
と

*11ば
続
き
が
あ
る
。
漢
詩
・
聯
句
で
は
韻
声
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
に
も
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
漢
詩
お
よ
び
和
歌
の
一
つ
の
伝
統
で

あ
る
。
漢
詩
で
は
、
平
仄
や
脚
韻
等
の
た
め
に
語
句
が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
か
よ
う
に
あ
る
べ
け
れ
ど
も
」
と
逆
接
が
続
く
の
は
、
和

歌
に
お
い
て
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
考
え
が
念
頭
に
あ
っ
た
も
の
か
。

こ
の
句
組
、
二
度
三
度
も
…
好
む
べ
か
ら
ず

こ
の
よ
う
な
句
の
組
み
立
て

*12を
、
何
遍
も
す
る
と
他
の
人
が
聞
い
て
い
て
耳
に
つ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
好
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む
べ
き
で
は
な
い
。

〈

〉
172知

ら
ず
と
よ

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

*13
錦
の
褥

錦
の
布
で
周
囲
を
ふ
ち
ど
っ
た
敷
物
。

*14
玉
の
床

美
し
く
飾
っ
た
寝
所
。

*15［
解
説
］
「
廻
し
て
に
は
」
の
う
ち
、
「
さ
し
出
づ
る
所
」
が
な
い
例
。
「
錦
の

褥
（
も
）
玉
の
床
（
も
）
知
ら
ず
と
よ
」
の
、
「
知
ら
ず
と
よ
」
を
句
頭
に
出

す
。
動
詞
（
述
部
）
を
文
頭
に
配
す
る
も
の
で
、
現
代
の
一
般
的
な
倒
置
法
に

相
当
す
る
。

［
現
代
語
訳
］
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
よ
、
豪
華
絢
爛
な
敷
物
も
、
美
し
く

飾
っ
た
寝
所
も
。

こ
れ
も
こ
の
句
組
な
れ
ど
も
…
苦
し
か
ら
ず

〈

〉
の
句
も
「
廻
し
て
に

*16

172

は
」
で
あ
る
が
、
度
を
越
え
た
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
す
る
の
は
差
し

支
え
が
な
い
。

下
の
句
に
こ
の
か
か
り
あ
り

短
句
に
こ
の
こ
と
ば
続
き
が
あ
る
。
「
こ

*17の
か
か
り
」
と
は
、「
廻
し
て
に
は
」
の
な
か
で
も
、〈

〉
の
如
く
、
一
般
的

172

な
倒
置
法
に
相
当
す
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

〈

〉
173

山
ほ
と
と
ぎ
す

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
同
じ
。

*18［
解
説
］
「
廻
し
て
に
は
」
の
う
ち
、
「
さ
し
出
づ
る
所
」
が
な
い
例
。
「
五
月

の
山
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
や
」
の
「
鳴
く
や
」
を
句
頭
に
出
す
。
〈

〉
同
様
、

172

動
詞
（
述
部
）
を
文
頭
に
配
す
る
。
本
歌
「
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
や
五
月
の
あ
や

め
草
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
か
な
」
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
六
九
・
よ
み

人
し
ら
ず
）。

［
現
代
語
訳
］
鳴
い
て
い
る
よ
、
五
月
の
山
で
、
山
ほ
と
と
ぎ
す
が
。

〈

〉
174

［
解
説
］
「
廻
し
て
に
は
」
の
う
ち
、
「
さ
し
出
づ
る
所
」
が
な
い
例
。
「
今
夜

の
宿
は
い
づ
く
ぞ
知
ら
ぬ
」
の
、
「
知
ら
（
ず
）
」
を
句
頭
に
出
す
。
〈

〉
同

172

様
、
動
詞
（
述
部
）
を
文
頭
に
配
す
る
。

［
現
代
語
訳
］
知
ら
な
い
の
だ
、
今
夜
の
宿
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

（
寺
尾
）

《
五
十
七
、
違
ひ
て
に
は
》

一

、

違
ひ
て
に
は
、
人
々
好
み
侍
る
と
も
初
心
に
て
は
付
け
に
く
き
て
に
は

．

．

．

九

ち
が

い

わ

*1

な
り
。

添
ひ
て
付
く
て
に
は
だ
に
も
退
く
こ
と
あ
り
。
ま
し
て

違
ひ
て
付
く

．

．

也

そ

い

の

事

ち
が

い

*2

*3

て
に
は
な
れ
ば
、

し
か
と
付
く
こ
と
大
事
な
り
。
た
だ
し
、

人
の
心
延
へ
ま

．
事

也

但

ば

え

*4

*5

ち
ま
ち
な
れ
ば
、

易
き
も
大
事
の
て
に
は
も
人
に
よ
る
べ
し
。
い
づ
れ
も

／

＼

や
す

*6

い
づ
れ
も
よ
く
よ
く
心
得
べ
き
な
り
。
違
ひ
て
に
は
の
句
、

／

＼

能

々

可

心

得

也

ち
が

い
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舟
の
内
こ
そ
も
の
憂
か
り
け
れ

物

う

175

*7
旅
人
の
花
あ
る

山
を
越
え
過
ぎ
て

こ

へ

す

176

*8

ま
た
云
ふ
、
．

又

春
な
る
べ
く
は

曙

の
空

あ
け
ぼ
の

ゝ

177

*9袖
濡
ら
す
夕
は

秋
の
習
ひ
に
て

．

ぬ

あ
き

178

*10

*11

【
注
釈
】

違
ひ
て
に
は
、
人
々
…
て
に
は
な
り

「
違
ひ
て
に
は
」
は
人
々
が
好
む
も

*1の
で
あ
る
が
、
初
心
の
者
で
は
付
け
に
く
い
付
合
法
で
あ
る
。「
違
ひ
て
に
は
」

は
前
句
と
対
立
す
る
よ
う
な
場
所
・
時
節
な
ど
を
付
け
る
付
合
法
。『
知
連
抄
』

上
巻
で
は
「
た
が
ひ
て
に
は
」
と
す
る
。
『
僻
連
抄
』
に
い
う
「
対
揚
」
、『
連

理
秘
抄
』
の
「
相
対
」
と
同
じ
。
『
撃
蒙
抄
』
で
は
「
春
に
秋
、
朝
に
夕
べ
、

山
に
野
、
か
や
う
に
対
揚
す
る
一
体
な
り
」
と
し
て
付
合
例
を
五
例
挙
げ
、「
あ

な
が
ち
好
み
用
ゆ
べ
か
ら
ず
」
と
す
る
。
『
連
歌
秘
伝
抄
』
で
は
こ
の
付
合
法

を
「
違
付
」
と
す
る
。『
梵
灯
庵
主
返
答
書
』
上
巻
の
「
対
揚
付
」
の
項
に
は
、

「
春
の
句
に
秋
を
付
け
、
朝
に
夕
べ
を
付
け
た
る
も
、
上
手
は
退
か
ぬ
様
に
す

る
な
り
。
う
ち
任
せ
て
初
心
の
人
の
し
た
ら
ん
は
心
も
と
な
し
」
と
あ
り
、
付

合
例
三
例
を
挙
げ
る
。

添
ひ
て
付
く
て
に
は
だ
に
も
退
く
こ
と
あ
り

前
句
の
時
節
な
ど
に
添
わ
せ

*2て
付
く
付
合
法
で
も
、
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
本
書
下
巻
に
「
添
ひ
て

に
は
」
に
関
す
る
項
が
あ
り
、
付
合
例
を
挙
げ
、
「
か
く
の
ご
と
く
に
、
添
ひ

て
付
く
体
な
り
」
と
す
る
。
前
句
と
付
句
が
分
離
し
て
し
ま
う
こ
と
を
嫌
う
こ

と
は
、
『
九
州
問
答
』
に
「
そ
の
句
の
内
の
肝
要
の
寄
合
を
目
に
掛
け
て
、
お

よ
そ
、
句
退
か
ぬ
や
う
に
付
け
て
、
一
句
を
も
み
も
み
と
面
白
く
付
く
べ
し
」

な
ど
と
あ
る
。
『
和
歌
集
心
躰
抄
抽
肝
要
』
に
は
「
違
ひ
て
に
は
」
に
関
わ
っ

て
、「
春
に
秋
を
付
け
、
朝
に
夕
べ
を
付
け
た
れ
ど
も
、
上
手
は
退
か
ぬ
な
り
」

と
あ
る
。

違
ひ
て
付
く
て
に
は
な
れ
ば

対
立
す
る
時
節
な
ど
の
語
を
付
け
る
付
合
法

*3な
の
で
。

し
か
と
付
く
こ
と
大
事
な
り

し
っ
か
り
と
関
連
を
保
っ
て
付
け
る
こ
と

*4が
、
む
ず
か
し
く
大
事
で
あ
る
。

人
の
心
延
へ
ま
ち
ま
ち
な
れ
ば

人
の
能
力
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
の
で
。

*5
易
き
も
大
事
の
て
に
は
も
人
に
よ
る
べ
し

容
易
で
あ
る
か
難
し
い
付
合
法

*6で
あ
る
か
は
人
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

〈

・

〉

175

176

舟
の
内

舟
の
中
に
い
る
こ
と
を
い
う
。
舟
は
「
浮
」
い
て
い
る
も
の
で
あ

*7る
か
ら
、
「
舟
の
内
浪
の
上
に
て
明
け
ぬ
め
り
さ
て
も
憂
き
世
は
過
ぐ
る
も
の

と
て
」（
竹
風
抄
・
一
三
八
）
な
ど
と
「
憂
し
」「
憂
き
世
」
な
ど
の
語
を
導
き

出
す
こ
と
が
多
い
。

山
を
越
え
過
ぎ
て

山
を
越
え
、
そ
こ
を
過
ぎ
て
い
っ
て
。
歌
例
に
「
槙
の

*8立
つ
幾
重
の
山
を
越
え
過
ぎ
て
里
近
く
な
る
松
の
下
道
」
（
玉
葉
集
・
旅
・
一
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一
九
七
・
俊
兼
）
が
あ
る
。

［
付
合
］
前
句
は
舟
の
中
に
い
る
こ
と
は
つ
ら
い
、
と
詠
む
。
漁
師
や
渡
し
守

の
よ
う
に
舟
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
を
い
う
か
、
船
旅
を
い
う
か
は
不
明
で
あ

る
。
付
句
は
、
舟
の
内
が
ど
う
し
て
つ
ら
い
の
か
の
具
体
的
状
況
を
詠
む
。「
花
」

の
咲
く
「
山
」
を
越
え
て
、
今
、
舟
に
乗
っ
て
い
る
の
で
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

海
か
川
に
浮
か
ぶ
「
舟
」
に
「
山
」
を
付
け
た
点
で
、
「
違
ひ
て
に
は
」
の
例

と
し
た
も
の
。

［
現
代
語
訳
］《
前
句
》
舟
の
中
に
い
る
と
い
う
の
は
つ
ら
い
こ
と
で
あ
る
。《
付

句
》
花
の
咲
い
て
い
る
山
を
越
え
、
そ
の
場
所
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
。

〈

・

〉

177

178

春
な
る
べ
く
は

春
で
あ
る
な
ら
ば
。「
～
な
る
べ
く
は
」
の
歌
例
に
、「
逢

*9ひ
見
し
が
夢
な
る
べ
く
は
恋
し
さ
も
憂
さ
も
う
つ
つ
に
残
ら
ず
も
が
な
」
（
藤

葉
集
・
五
七
〇
・
頼
清
）
な
ど
が
あ
る
。

袖
濡
ら
す
夕

袖
を
濡
ら
す
夕
方
。
夕
露
に
よ
っ
て
袖
を
濡
ら
す
、
と
い
う

*10こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
露
」
が
涙
を
暗
示
す
る
こ
と
が
一
般
で
あ
る
。

秋
の
習
ひ

秋
の
常
で
あ
る
。「
袖
」
と
結
ん
だ
歌
例
に
、「
訪
は
ば
や
な
秋

*11の
習
ひ
の
夕
露
も
い
と
か
く
結
ぶ
袖
は
あ
り
や
と
」（
親
清
四
女
集
・
一
八
一
）
、

「
袖
の
露
は
秋
の
習
ひ
と
か
こ
ち
て
も
絶
え
ぬ
涙
の
置
き
ど
こ
ろ
な
き
」
（
光

経
集
・
三
八
二
）
な
ど
が
あ
る
。

［
付
合
］
前
句
は
春
と
い
う
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間
帯
の
情
景
を
詠
む
。
付

句
は
そ
れ
と
対
応
さ
せ
て
、
秋
の
時
間
帯
お
よ
び
そ
の
折
の
状
況
を
詠
む
。
今

は
「
秋
」
で
あ
る
か
ら
、
夕
方
、「
袖
」
を
「
濡
ら
す
」
と
し
て
、「
春
」
と
「
秋
」

を
対
比
さ
せ
た
点
で
、「
違
ひ
て
に
は
」
の
例
と
し
た
も
の
。『
枕
草
子
』
冒
頭

の
「
春
は
曙
」「
秋
は
夕
暮
」
を
踏
ま
え
て
の
対
応
で
あ
る
。

［
現
代
語
訳
］《
前
句
》
春
で
あ
る
な
ら
ば
曙
の
空
が
ふ
さ
わ
し
い
。《
付
句
》

袖
を
濡
ら
す
夕
方
と
い
う
の
は
秋
の
常
の
こ
と
で
あ
る
。
春
な
ら
ば
、
曙
の
空

の
も
と
に
い
る
だ
ろ
う
に
。

（
廣
木
）

《
五
十
八
、
不
覚
の
事
》

一

、
歌
を
詠
む
に
、

落
題
を
詠
み
、

古
き
歌
に
詠
み
合
ふ
な
ど
し
つ
れ
ば
、

．

．

．

十

読

よ

ふ
る

読

*1

*2

始
め
、
一
首
二
首
、
詠
み
た
り
つ
る
秀
歌
も
何
に
て
も
な
し
。

不
覚
に
な
る

．

よ

な
に

ゝ

ふ

か
く

成

*3

*4

も
の
な
り
。
さ
れ
ば
、
秀
歌
は
詠
み
出
だ
さ
ず
と
も
、

そ
の
日
の
不
覚
だ
に

物

也

よ

い

其

ふ

か
く

*5

な
く
は
と

思

ひ
て
、

当
座
の
歌
を
ば
読
む
べ
き
な
り
。
連
歌
も

わ

お
［
を
］
も

い

可

読

也

*6

か
く
の
ご
と
く
、

あ
る
ま
じ
き
て
に
は
・
詞
を
し
て
、

人
に
聞
き

落

と
さ

如

此

き

ゝ

お[

を]

*7

*8

る
る
句
を

一
句
も
仕
出
だ
し
ぬ
れ
ば
、

前
に
興
あ
る
句
ど
も
し
お
き
た
れ
ど

．
．

ゝ

有

興

を

*9

*10

も
、

聞
き
と
り
連
歌
に
て
あ
り
け
る
よ
、
な
ど
と

沙
汰
せ
ら
る
る
な
り
。
よ

き

ゝ

ゝ

さ

た

ゝ

也

*11

*12

き
句
を
ば
せ
ず
と
も
不
覚
せ
ぬ
様
に
用
心
を
し
て
、

人
の
中
の
連
歌
を
ば
た

ふ

か
く

*13

し
な
む
べ
き
な
り
。
さ
れ
ば

百
韻
に
十
句
、
十
四
、
五
句
付
く
仕
手
も

よ
き

．

也

*14

*15

句
を
ば
三
、
四
句
の
間
あ
る
べ
き
か
。

毎
句
に
よ
き
句
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

歟

*16

た
だ
、
持
連
歌
肝
要
な
り
。
上
手
の
持
連
歌
は

踊
ら
ず
し
て
詞
正
し
く
、
ち

只

也

不

踊

た
ゞ

*17

*18
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と
珍
し
き
風
情
あ
る
べ
し
。
下
手
の
持
連
歌
は
、

住
吉
の
松
の
ご
と
し
。
口

*19

惜
し
き
こ
と
な
り
。

．
．
事

也

【
注
釈
】

落
題

題
意
を
詠
み
落
と
す
こ
と
。
本
書
上
巻
「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅱ
」《
二

*1十
五
、
落
題
（
一
）
》
《
二
十
六
、
落
題
（
二
）》
参
照
。

古
き
歌
に
詠
み
合
ふ
な
ど
し
つ
れ
ば

古
い
歌
と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
詠
む

*2な
ど
す
る
と
。

始
め
、
一
首
二
首
、
詠
み
た
り
つ
る
秀
歌
も
何
に
て
も
な
し

は
じ
め
の
頃
、

*3一
首
か
二
首
詠
ん
だ
歌
が
す
ぐ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
に
も
な
ら
な

い
。不

覚
に
な
る
も
の
な
り

歌
の
上
達
に
失
敗
す
る
も
の
で
あ
る
。

*4
そ
の
日
の
不
覚
だ
に
な
く
は
と
思
ひ
て

そ
の
日
に
失
敗
さ
え
な
け
れ
ば
と

*5思
っ
て
。

当
座
の
歌
を
ば
読
む
べ
き
な
り

そ
の
当
座
に
詠
み
得
る
歌
を
詠
む
べ
き
で

*6あ
る
。

あ
る
ま
じ
き
て
に
は
・
詞

ふ
さ
わ
し
く
な
い
て
に
は
、
詞
。
こ
こ
で
の
「
て

*7に
は
」
は
助
詞
・
助
動
詞
・
用
言
の
活
用
語
尾
な
ど
を
指
す
。
本
書
上
巻
「
『
長

短
抄
』
注
釈
Ⅱ
」《
三
十
、
十
の
風
体
（
三
）》
に
「
て
に
は
正
し
き
句
」
と
し

て
連
歌
二
例
、
和
歌
一
例
が
見
え
る
。

人
に
聞
き
落
と
さ
る
る
句

他
人
に
聞
か
れ
て
貶
め
ら
れ
る
句
。

*8

一
句
も
仕
出
だ
し
ぬ
れ
ば

一
句
で
も
詠
ん
で
出
し
た
な
ら
ば
。

*9
前
に
興
あ
る
句
ど
も
し
お
き
た
れ
ど
も

そ
れ
以
前
に
興
趣
の
あ
る
句
な
ど

*10を
詠
ん
だ
と
し
て
も
。

聞
き
と
り
連
歌

聞
い
て
い
て
耳
に
つ
く
連
歌
、
の
意
か
。

*11
沙
汰
せ
ら
る
る
な
り

指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

*12
人
の
中
の
連
歌
を
ば
た
し
な
む
べ
き
な
り

連
衆
の
座
の
中
で
ふ
さ
わ
し
い

*13連
歌
を
詠
む
べ
き
で
あ
る
。

百
韻
に
十
句
、
十
四
、
五
句
付
く
仕
手
も

百
韻
連
歌
で
、
十
句
、
十
四
、

*14五
句
付
け
る
こ
と
の
あ
る
詠
み
手
も
。

よ
き
句
を
ば
三
、
四
句
の
間
あ
る
べ
き
か

よ
き
句
と
い
う
も
の
は
三
、
四

*15句
の
程
度
で
あ
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
い
う
「
よ
き
句
」
は
有
文
・

無
文
（
地
連
歌
）
論
で
言
わ
れ
た
「
秀
逸
」
の
こ
と
と
も
読
め
る
。
『
筑
波
問

答
』
に
「
大
方
、
連
歌
は
見
苦
し
か
ら
ぬ
句
の
心
の
あ
る
や
う
な
る
を
地
連
歌

に
し
て
、
一
座
の
う
ち
、
耳
に
立
つ
や
う
に
秀
逸
を
二
、
三
句
も
し
侍
ら
ん
を

こ
そ
、
上
手
の
し
る
し
に
て
も
あ
る
べ
け
れ
」
、『
九
州
問
答
』
「
一
、
連
歌
有

文
無
文
事
」
に
「
堪
能
は
下
地
無
文
の
連
歌
を
し
て
、
四
・
五
句
目
ご
と
に
有

文
の
句
を
交
ず
べ
き
な
り
」
、『
連
歌
十
様
』
に
「
地
連
歌
は
い
た
く
よ
く
な
く

と
も
口
軽
に
散
々
に
付
け
て
、
そ
の
内
に
二
、
三
句
興
あ
り
て
す
べ
き
な
り
」

な
ど
と
あ
り
、
詠
ん
だ
作
品
の
う
ち
の
二
句
か
ら
五
句
は
、
と
い
う
言
い
方
は
、

地
連
歌
論
の
中
で
主
張
さ
れ
て
い
る
。

毎
句
に
よ
き
句
は
あ
る
べ
か
ら
ず

詠
む
句
ご
と
に
秀
逸
で
あ
る
こ
と
は
な

*16
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い
だ
ろ
う
。
前
注
で
引
い
た
『
九
州
問
答
』
の
続
き
に
「
懐
紙
を
取
り
て
見
る

よ
り
、
あ
は
や
と
覚
ゆ
る
は
秀
逸
の
体
な
り
。
目
に
も
立
た
ぬ
は
無
文
の
地
連

歌
な
り
」
と
あ
る
。

た
だ
、
持
連
歌
肝
要
な
り

何
は
と
も
あ
れ
、
持
連
歌
は
非
常
に
大
切
な
も

*17の
で
あ
る
。「
持
連
歌
」
は
「
地
連
歌
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。「
地
連
歌
」
が

重
要
な
こ
と
は
『
僻
連
抄
』
に
、
「
常
の
地
連
歌
に
詞
の
幽
玄
は
あ
ら
は
る
る

な
り
」
と
あ
る
。

踊
ら
ず
し
て
詞
正
し
く
、
ち
と
珍
し
き
風
情
あ
る
べ
し

特
別
な
句
を
作
ろ

*18う
と
昂
揚
し
て
い
ず
、
詞
を
正
し
く
使
っ
て
い
て
、
少
し
、
珍
し
い
趣
向
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

住
吉
の
松
の
ご
と
し

住
吉
に
生
え
て
い
る
松
の
よ
う
で
あ
る
。
陳
腐
で
あ

*19る
こ
と
を
い
う
。
「
住
吉
」
は
大
阪
市
に
あ
る
地
名
。
松
原
の
続
く
景
勝
地
と

し
て
知
ら
れ
、『
連
歌
付
合
の
事
』
な
ど
の
連
歌
寄
合
書
で
も
、「
住
吉
」
と
「
松
」

は
寄
合
と
し
て
掲
出
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
誰
で
も
が
連
想
す
る
も
の
。

（
廣
木
）

《
五
十
九
、
錦
の
袴
（
一
）》

一
十一

、

歌
に
錦
の

袴

を
着
せ
よ
と
云
ふ
は
、
上
の
句
は
な
い
げ
無
け
れ
ど
も
、

．

は
か
ま

き

な

*1

下
句
を

魂

深
く
、

故

も
有
り
て
読
む
べ
き
な
り
。

題
を
首
に
拾
ひ
集

．

．

た
ま
し
ひ
［
い
］

ゆ
ゑ
［
へ
］

あ

可

読

也

あ
つ

*2

め
て
詠
み
て
、末
の
句
に
そ
の
題
の
詞
一
つ
も
無
く
て

空

に
詠
み
な
す
事
、

．

よ

其

な

う
つ
ほ
［
を
］

よ

無
下
の
下
手
の
仕
業
な
り
。

平
題
を
ば
惜
し
み
て
末
の
句
に

置

き
、
せ
め

．
．

む

げ

し

わ

ざ

也

お
［
を
］

*3

て
は
中
に
も
置
く
べ
し
。

結
題
を
ば
上
下
に
斑
も
無
く

置

き
て
読
む
べ
し
。

可

置

む
ら

な

お
［
を
］

可

読

*4

首
に
ぐ
し
ぐ
し
と
尽
く
し
果
て
つ
れ
ば
心
憎
き
事
な
し
。
例
へ
ば
「
山
家
の

／

＼

つ

は

に
く

た
と

*5月
」
と
云
ふ
題
に
、

．

山
里
は
月
の
光
ぞ
隈
も
な
き

く
ま

179な
ど
と
詠
み
て
ん
に
は
、
今
、
末
の
句
に
は
何
事
か
あ
る
べ
き
。
心
憎
き
事
な

ゝ

よ

わ

に
く

し
。
さ
れ
ば

範
永
が
歌
に
、

*6

住
む
人
も
無
き
山
里
の
秋
の
夜
は
月
の

光

も
寂
し
か
り
け
り

す

な

あ
き

ひ
か
り

さ
び

180と
詠
め
り
け
る
を
、

四
条
の
大
納
言
公
任
卿
は
誉
め
思
し
て
、「
範
永
は
誰
人

．

よ

ほ

の
り
な
が

*7

ぞ
、
よ
く
和
歌
に
骨
を
得
た
り
」
と

判
の
詞
に
書
き
付
け
ら
れ
た
り
。
こ
れ
ら

．

．

能

此

等

*8

は
上
の
句
の
中
に
山
家
を
詠
み
、
下
の
句
に
月
を
賞
し
て
こ
そ
詠
ま
れ
た
れ
。

よ

よ

【
注
釈
】

歌
に
錦
の
袴
を
着
せ
よ
と
…
読
む
べ
き
な
り

「
歌
に
錦
の
袴
を
着
せ
な
さ

*1い
」
と
言
う
の
は
、
歌
の
上
の
句
は
何
気
な
く
詠
む
が
、
下
の
句
は
魂
が
深
く

こ
も
り
、
趣
も
あ
る
よ
う
に
詠
む
の
が
良
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
錦
の
袴
」
は
、

錦
の
布
で
で
き
た
袴
で
、
こ
こ
で
は
和
歌
の
下
の
句
を
美
し
く
作
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
。「
な
い
げ
無
（
し
）」
は
「
な
に
げ
な
し
」
の
こ
と
か
。

題
を
首
に
拾
ひ
集
め
て
…
仕
業
な
り

歌
題
を
歌
の
最
初
に
残
ら
ず
集
め
て

*2詠
み
、
末
の
句
に
は
そ
の
題
の
言
葉
が
一
つ
も
無
く
空
で
あ
る
よ
う
に
詠
む
こ
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と
は
、
ひ
ど
く
下
手
な
詠
み
手
の
詠
み
方
で
あ
る
。
「
空
」
は
、
こ
こ
で
は
歌

題
に
あ
た
る
事
柄
が
無
い
こ
と
を
言
う
。『
毎
月
抄
』
に
は
、
題
に
つ
い
て
「
頭

に
い
た
だ
き
て
出
で
た
る
歌
無
念
と
申
す
べ
し
」
と
あ
る
。

平
題
を
ば
惜
し
み
て
末
の
句
に
置
き
、
せ
め
て
は
中
に
も
置
く
べ
し

平
題

*3は
大
切
に
し
て
歌
の
末
の
句
に
置
き
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
少
な
く
と
も
中
ほ
ど

に
置
く
の
が
良
い
。
「
平
題
」
は
、
結
題
の
よ
う
に
複
数
の
も
の
を
詠
む
こ
と

を
要
請
し
な
い
、
シ
ン
プ
ル
な
題
の
こ
と
。

結
題
を
ば
上
下
に
斑
も
無
く
置
き
て
読
む
べ
し

結
題
は
歌
の
上
の
句
と
下

*4の
句
に
、
偏
ら
な
い
よ
う
に
置
い
て
詠
む
の
が
良
い
。
「
結
題
」
は
複
数
の
事

物
や
概
念
を
詠
む
こ
と
を
要
請
す
る
題
。
「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅲ
」
《
四
十
五
、

真
結
題
》
に
も
「
結
題
」
に
関
わ
る
記
述
が
あ
る
。
『
毎
月
抄
』
に
「
題
を
わ

か
ち
候
事
、
一
字
題
を
ば
い
く
た
び
も
下
句
に
あ
ら
は
す
べ
き
に
て
候
。
二
字
、

三
字
よ
り
後
は
、
題
の
字
を
甲
乙
の
句
に
わ
か
ち
置
く
べ
し
。
結
題
を
ば
一
所

に
置
く
事
は
、
無
下
の
事
に
て
侍
る
と
や
ら
ん
」
と
あ
る
。

首
に
ぐ
し
ぐ
し
と
尽
く
し
果
て
つ
れ
ば
心
憎
き
事
な
し

歌
の
最
初
に
ぐ
い

*5ぐ
い
と
詰
め
込
ん
で
全
て
詠
み
尽
く
し
て
し
ま
う
と
、
心
引
か
れ
る
と
こ
ろ
が

無
い
。

〈

〉
179

［
解
説
］
題
の
内
容
を
和
歌
の
上
の
句
に
集
中
さ
せ
て
し
ま
っ
た
例
。
五
七
五

だ
が
、
連
歌
句
で
は
な
い
。「
山
家
月
」
と
い
う
題
は
、「
山
家
」
の
様
子
と
「
月
」

を
詠
み
込
む
こ
と
を
要
請
す
る
の
で
、
例
え
ば
上
の
句
に
「
山
家
」
の
内
容
を

詠
み
、
下
の
句
に
「
月
」
を
詠
む
な
ど
、
題
の
内
容
を
斑
無
く
詠
む
の
が
望
ま

し
い
。
し
か
し
こ
の
歌
で
は
、
題
に
あ
た
る
「
山
里
」
と
「
月
の
光
」
が
上
の

句
で
詠
み
尽
く
さ
れ
、
下
の
句
で
詠
む
題
材
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］
山
里
で
は
月
の
光
が
く
も
り
も
な
く
輝
い
て
い
る
。

範
永

藤
原
範
永
。
平
安
中
期
の
歌
人
。
生
没
年
未
詳
。
『
後
拾
遺
集
』
以

*6下
の
勅
撰
集
に
三
〇
首
入
集
。
家
集
『
範
永
集
』
。
範
永
の
歌
を
公
任
が
誉
め

た
と
い
う
話
は
、
『
袋
草
子
』
や
『
十
訓
抄
』
、
『
悦
目
抄
』
、『
宝
物
集
』
等
に

見
ら
れ
る
。『
袋
草
子
』
に
よ
る
と
、
遍
照
寺
で
範
永
が
〈

〉「
す
む
人
も
」

180

の
歌
を
詠
み
、
そ
の
詠
草
を
定
頼
が
父
公
任
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
深
く
感
歎
し

て
「
範
永
と
は
誰
人
ぞ
や
。
和
歌
そ
の
体
を
得
た
り
」
と
そ
の
紙
に
書
き
入
れ

た
、
と
あ
る
。

〈

〉
180

［
解
説
］
題
を
歌
の
上
の
句
と
下
の
句
に
斑
無
く
分
け
て
詠
ん
だ
歌
の
例
。「
山

家
月
」
と
い
う
題
だ
と
い
う
記
述
は
無
い
（
『
十
訓
抄
』
に
は
「
山
家
秋
月
」

と
い
う
題
で
詠
ん
だ
、
と
あ
る
。
）
が
、
歌
の
内
容
と
し
て
は
、
上
の
句
に
「
山

家
」
の
様
子
、
下
の
句
に
「
月
」
を
詠
ん
で
い
る
。
「
住
む
人
」
の
「
す
む
」

に
、
月
の
光
が
「
澄
む
」
意
を
響
か
せ
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］
住
む
人
も
い
な
い
山
里
の
秋
の
夜
は
、
澄
ん
だ
月
の
光
も
寂
し
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い
様
子
で
あ
る
。

［
備
考
］
後
拾
遺
和
歌
集
、
金
葉
和
歌
集
三
奏
本
、
範
永
集
（
初
句
「
見
る
人

も
」）
等
に
載
る
。
説
話
に
つ
い
て
は
《
注

》
参
照
。

6

四
条
の
大
納
言
公
任
卿

藤
原
公
任
。
平
安
中
期
の
歌
人
。
康
保
三
（
九
六

*7六
）
年
～
長
久
二
（
一
〇
四
一
）
年
。
家
集
『
公
任
集
』
、
歌
学
書
『
新
撰
髄

脳
』
な
ど
。

判
の
詞

《
注

》
に
挙
げ
た
説
話
の
中
に
見
ら
れ
る
、
詠
草
に
公
任
が
書

*8

6

き
付
け
た
言
葉
の
こ
と
。
歌
合
の
判
詞
で
は
な
い
。

（
浅
井
）

《
六
十
、
錦
の
袴
（
二
）》

連
歌
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

連
歌
に
は
玉
の
冠
を
着
せ
よ
と
云
ふ
な
り
。

．

又

如

此

き

也

*1

*2

連
歌
五
文
字
大
事
な
る
が
故
に
玉
の
冠
を
着
せ
よ
と
云
ふ
な
り
。

玉
の
冠
な

．

き

也

*3

ら
ば
と
て
雪
花
月
ま
た
は
恋
・
述
懐
の
良
き
詞
を
五
文
字
に
打
ち
出
だ
す
こ
と

．

．
．

又

よ

事

あ
る
ま
じ
き
な
り
。
幾
度
も
景
物
を
ば
中
・
下
に

置

き
て
し
た
る
連
歌
よ
く

也

い
く
た
び

お
［
を
］

能

*4

候
ふ
な
り
。

韻

の
字
な
ど
に
指
し
合
ひ
て
思
ふ
様
に
な
か
ら
ん
と
き
は
、

．

．

也

ゐ
［
い
］
ん

さ

あ

い

*5

よ
く
取
り
な
し
て
上
に
も
置
く
べ
し
。

か
く
の
ご
と
く
心
得
ぬ
る
は
苦
し
か

と

可

置

如

此

く
る

*6

ら
ず
。
一
つ
に
定
む
る
は
心
下
手
な
り
。

へ

た

歌
に
は
錦
の

袴

を
着
せ
よ
と
云
へ
り
。
連
歌
に
は
玉
の
冠
と
い
へ
る
事
、

は
か
ま

き

え

*7

二
つ
あ
る
ま
じ
き
体
な
り
。
錦
の

袴

を
着
た
ら
ん
人
の
、

菅
笠
着
て
、
肩
脱

．

也

は
か
ま

き

す
が

き

か
た

ぬ

*8

*9

ぎ
し
た
ら
ん
は
良
か
る
べ
き
か
。
錦
袴
を
着
ば
、
玉
の
冠
着
て
こ
そ
似
合
ふ
べ
．

わ

よ

歟

き

き

け
れ
。
ま
た
玉
の
冠
を
着
た
ら
ん
人
の
、

脛
上
げ
し
て
は
、
見
ら
れ
べ
き
も
の

又

き

は
ぎ

あ

み

物

*10

か
。
錦
の
袴

を
着
て
こ
そ
か
け
あ
ふ
べ
け
れ
。
了
簡
あ
る
べ
し
。
玉
の
冠
を
着

歟

は
か
ま

き

う

き

*11

せ
よ
と
云
ふ
事
は
、

．

花
を
見
て

花
散
り
て

花
咲
き
て

月
を
見
て

月
入
り
て
．

み

ち

さ

み

*12

*13

*14

*15

*16

月
更
け
て

雪
降
り
て

雪
を
見
て

雪
待
ち
て

松
の
雪

ふ

ふ

み

ま

*17

*18

*19

*20

*21

富
士
の
雪

身
を
捨
て
て

世
を
捨
て
て

人
待
ち
て

雨
降
り
て

．

．

．

ふ

*22

*23

*24

*25

*26

か
く
の
ご
と
き
の
体
の
詞
は
下
に

置

き
て
こ
そ
良
か
る
べ
け
れ
。
五
文
字
に

如

此

お
［
を
］

よ

然
る
べ
か
ら
ず
。

こ
れ
に
か
け
あ
ふ
べ
き
五
文
字
こ
そ
、
玉
の

冠

と
は
云
ふ．

不

可

然

是

う

か
ぶ
り

*27

べ
け
れ
。
こ
の
類
の
詞
こ
そ
、
錦
の

袴

と
も
云
ふ
べ
き
か
。
こ
れ
に
て
大
方

此

は
か
ま

可

云

歟

是

を
ま
づ
心
得
べ
し
。

先

可

心

得

【
注
釈
】

連
歌
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し

連
歌
も
和
歌
同
様
「
錦
の
袴
」
を
大
事
に
す

*1べ
き
だ
。
こ
こ
で
は
前
項
の
内
容
を
受
け
て
、
五
七
五
句
に
お
い
て
下
五
に
大

事
な
詞
を
詠
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

連
歌
に
は
玉
の
冠
を
…
と
云
ふ
な
り

し
か
し
連
歌
で
は
特
に
上
五
に
大
事

*2な
詞
を
詠
め
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
連
歌
で
は
上
五
を
大
事
に
す
る
た
め

で
あ
る
。「
玉
の
冠
」
は
《
五
十
五
、
句
組
の
事
》
参
照
。

玉
の
冠
な
ら
ば
と
て
…
あ
る
ま
じ
き
な
り

だ
か
ら
と
い
っ
て
「
玉
の
冠
で

*3
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あ
る
な
ら
ば
」
と
言
っ
て
雪
月
花
、
ま
た
は
恋
や
述
懐
の
よ
う
な
よ
い
詞
を
は

じ
め
の
五
文
字
に
出
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

幾
度
も
景
物
を
ば
中
・
下
に
置
き
て
し
た
る
連
歌
よ
く
候
ふ
な
り

ど
の
よ

*4う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
雪
月
花
の
よ
う
な
景
物
を
中
七
や
下
五
に
お
い
て
詠
ん

だ
連
歌
句
は
よ
い
も
の
で
あ
る
。

韻
の
字
な
ど
に
…
置
く
べ
し

句
が
指
し
合
っ
て
結
語
の
字
な
ど
と
重
な
っ

*5て
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
よ
う
な
と
き
に
は
、
う
ま
く
取
り
な
し
て
、
こ
れ
ら

の
景
物
を
上
の
五
文
字
に
置
く
の
が
よ
ろ
し
い
。
「
韻
」
は
こ
こ
で
は
結
語
の

こ
と
を
指
す
。

か
く
の
ご
と
く
心
得
ぬ
る
は
…
下
手
な
り

こ
の
よ
う
に
柔
軟
に
心
得
て
い

*6る
の
は
よ
ろ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
下
五
に
景
物
を
置
こ
う
と
こ
だ

わ
っ
て
い
る
の
は
却
っ
て
心
得
が
悪
い
の
で
あ
る
。

歌
に
は
錦
の
袴
を
着
せ
よ
と
云
へ
り

和
歌
で
は
下
の
句
に
「
錦
の
袴
」
を

*7着
せ
よ
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
錦
の
袴
」
は
前
項
《
五
十
九
、
錦
の
袴
（
一
）》

参
照
。

二
つ
あ
る
ま
じ
き
体
な
り

連
歌
に
お
い
て
は
「
玉
の
冠
」
と
「
錦
の
袴
」

*8は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

菅
笠
着
て
、
肩
脱
ぎ
し
た
ら
ん
は
良
か
る
べ
き
か

「
玉
の
冠
」
で
は
な
く

*9菅
笠
を
着
て
肩
脱
ぎ
を
し
て
い
る
の
は
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に

下
五
が
美
し
く
と
も
上
五
・
中
七
が
よ
ろ
し
く
な
い
連
歌
句
を
詠
ん
で
は
い
け

な
い
。

脛
上
げ
し
て
は
、
見
ら
れ
べ
き
も
の
か

「
錦
の
袴
」
で
は
な
く
脛
上
げ
し

*10て
い
る
の
は
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
上
五
が
美
し
く
と
も

下
五
が
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
な
も
の
で
な
い
連
歌
句
を
詠
ん
で
は
い
け
な
い
。

玉
の
冠
を
着
せ
よ
と
云
ふ
事
は
、
…
然
る
べ
か
ら
ず

上
五
に
「
玉
の
冠
」

*11を
着
せ
よ
と
は
い
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
詞
は
上
五
に
お
く
べ
き
で
は
な

く
、
下
五
に
お
い
て
詠
ん
で
こ
そ
良
い
語
で
あ
る
。

花
を
見
て

連
歌
例
に
「
上
に
残
る
は
袖
の
月
影
／
紫
の
ゆ
か
り
の
草
に
花

*12を
見
て
（
成
種
）
」（
菟
玖
波
集
・
雑
一
・
一
一
二
五
）。

花
散
り
て

連
歌
例
に
「
夢
の
契
り
も
別
れ
な
り
け
り
／
あ
し
た
に
は
雲
と

*13な
り
ぬ
る
花
散
り
て
（
貞
嗣
）
」
（
菟
玖
波
集
・
雑
一
・
一
〇
七
一
）
。
な
お
一

三
八
七
年
以
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
至
徳
以
前
百
韻
』
は
「
花
散
り

て
後
さ
へ
も
の
を
思
ふ
か
な
／
今
幾
日
か
は
春
の
曙
」
（
至
徳
以
前
百
韻
「
は

な
ち
り
て
」
存
疑
・
一
／
二
）
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。

花
咲
き
て

連
歌
例
に
「
一
年
な
が
ら
四
つ
の
と
き
あ
り
／
雪
降
れ
ば
皆
白

*14山
の
花
咲
き
て
（
尊
胤
）
」（
菟
玖
波
集
・
雑
一
・
一
二
〇
六
）
な
ど
多
数
。
ま

た
「
憂
き
世
の
友
の
我
を
訪
ひ
つ
る
／
花
咲
き
て
な
ど
隠
れ
家
の
無
か
る
ら
む

（
道
誉
）
」（
菟
玖
波
集
・
雑
一
・
一
〇
四
四
）
と
上
五
に
据
え
た
例
も
あ
る
。

月
を
見
て

連
歌
例
に
「
ま
だ
夜
深
き
に
出
づ
る
旅
人
／
河
舟
の
淀
ま
ぬ
波

*15に
月
を
見
て
（
俊
顕
）
」（
菟
玖
波
集
・
羇
旅
・
一
六
五
七
）。

月
入
り
て

連
歌
例
に
「
雲
や
霞
の
光
な
る
ら
む
／
花
残
る
山
の
梢
に
月
入

*16り
て
（
救
済
）
」（
菟
玖
波
集
・
春
下
・
一
二
一
）。
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月
更
け
て

連
歌
例
に
「
寒
く
な
り
ぬ
る
庭
の
秋
風
／
憂
き
人
を
待
つ
と
せ

*17し
間
に
月
更
け
て
（
高
秀
）
」
（
菟
玖
波
集
・
恋
中
・
八
二
三
）。

雪
降
り
て

連
歌
例
に
「
柴
の
庵
の
通
ひ
路
も
な
し
／
さ
ら
ぬ
だ
に
山
の
深

*18き
に
雪
降
り
て
（
行
寛
）
」（
菟
玖
波
集
・
冬
・
五
五
八
）。

雪
を
見
て

連
歌
例
に
「
都
の
遠
き
ほ
ど
ぞ
知
ら
る
る
／
露
に
こ
そ
濡
れ
し

*19袂
に
雪
を
見
て
」（
心
敬
連
歌
自
註
・
六
〇
）
が
あ
る
が
ご
く
少
な
い
。

雪
待
ち
て

連
歌
例
に
「
そ
の
音
信
の
聞
か
ま
ほ
し
さ
よ
／
山
風
の
里
に
は

*20降
ら
ぬ
雪
待
ち
て
」（
応
永
年
間
百
韻

山
何
「
ゆ
き
は
け
ふ
」・
八
六
／
八
七
）

が
あ
る
が
ご
く
少
な
い
。

松
の
雪

連
歌
例
に
「
花
遅
げ
な
る
山
里
の
春
／
こ
れ
を
見
よ
霞
に
残
る
松

*21の
雪
（
良
基
）
」（
菟
玖
波
集
・
春
上
・
五
）。

富
士
の
雪

連
歌
例
に
「
秋
こ
そ
今
は
半
ば
過
ぎ
ぬ
れ
（
南
阿
）
／
東
路
の

*22野
は
夕
露
の
富
士
の
雪
（
救
済
）
」（
紫
野
千
句
・
第
六
百
韻
・
六
二
／
六
三
）
。

身
を
捨
て
て

連
歌
例
に
「
朝
霜
迷
ふ
松
の
一
群
／
人
を
だ
に
留
め
し
人
の

*23身
を
捨
て
て
」
（
永
享
年
間
百
韻

山
何
「
お
い
ま
つ
は
」
万
句
巻
頭
・
八
八

／
八
九
）。
た
だ
し
上
五
や
、
短
句
に
詠
ま
れ
る
例
も
多
い
。

世
を
捨
て
て

連
歌
例
に
「
つ
ら
き
気
色
に
見
え
て
別
れ
し
／
今
ま
で
に
経

*24る
を
う
ら
み
の
世
を
捨
て
て
」（
成
立
不
詳
宗
祇
以
前

山
何
「
め
つ
ら
し
き
」

・
一
六
／
一
七
）
が
あ
る
が
少
な
く
、
詠
ま
れ
る
箇
所
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

人
待
ち
て

連
歌
例
に
「
な
ほ
身
に
し
め
と
風
は
吹
く
な
り
／
憂
き
夕
べ
我

*25に
あ
き
な
る
人
待
ち
て
（
親
尚
）
」（
菟
玖
波
集
・
恋
上
・
七
七
九
）
。

雨
降
り
て

連
歌
例
に
「
須
磨
の
関
屋
は
守
る
人
も
な
し
／
茅
葺
き
の
軒
に

*26音
せ
ぬ
雨
降
り
て
（
救
済
）
」
（
菟
玖
波
集
・
雑
二
・
一
二
七
九
）。

こ
れ
に
か
け
あ
ふ
べ
き
…
と
も
云
ふ
べ
き
か

こ
れ
ら
の
詞
に
か
け
あ
う
上

*27五
の
こ
と
を
こ
そ
「
玉
の
冠
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
詞
を

「
錦
の
袴
」
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（
嘉
村
）

《
六
十
一
、
錦
の
袴
（
三
）
》

冠
を
着
ぬ
連
歌
、

き

*1

風
吹
か
で
千
代
見
む
花
か
松
の
雪

ふ

み

・

181
こ
れ
、
五
文
字
弱
し
。
〈
千
代
見
ん
花
か
〉
は
〈
松
〉
に
引
か
れ
て
も
、
か
や
う

是

よ
わ

み

ま
つ

ひ

様

*2

*3

に
あ
る
べ
し
。
〈
風
吹
か
で
〉
と
は
時
の
間
な
ど
の
事
に
て
あ
る
べ
き
に
、〈
千

か
ぜ

ふ

*4

代
〉
に
掛
け
合
は
ぬ
な
り
。

さ
れ
ば
、
強
き
連
歌
を
ば
五
文
字
よ
り
下
ま
で
強

か

あ

わ

也

つ
よ

つ
よ

*5

く
、
弱
く
や
さ
し
き
句
は
上
下
に
交
じ
る
詞
な
く
、
や
さ
し
く
あ
る
べ
し
。

・

ま

一
方
ば
か
り
を
得
た
る
は
仕
手
の
う
ち
と
は
言
ひ
が
た
し
。

例
へ
ば
、

同

斗

わ

内

云

・

た
と

お
［
を
］
な

*6

*7

じ
矢
な
れ
ど
も
、
犬
追
物
、
笠
懸
の
時
は
蟇
目
を
取
り
出
だ
し
、
戦
場
に
て
は

引

・

・

征
矢
こ
そ
射
る
べ
け
れ
。か
や
う
に
あ
れ
ば
こ
そ
弓
矢
の
徳
を

顕

し
侍
れ
。

そ

や

入

・

様

あ
ら
は
［
わ
］

強
か
る
べ
き
に
は
強
く
、
弱
か
る
べ
き
に
は
弱
く
、
進
む
べ
き
に
は
進
み
、

つ
よ

つ
よ

よ
わ

よ
わ

す
ゝ

す
ゝ

*8退
く
べ
き
に
は
退
く
体
こ
そ
、
真
の
仕
手
と
も
い
は
れ
べ
け
れ
。

こ
れ
ら
は

・

・

わ

此

等

わ

*9

我
と

弁

へ
べ
き
も
の
な
り
。

わ
き
ま

え

物

也
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【
注
釈
】

冠
を
着
ぬ
連
歌

（
玉
の
）
冠
を
被
ら
な
い
連
歌
。
こ
こ
で
の
「
冠
」
と
は
、

*1「
連
歌
に
玉
の
冠
を
着
せ
よ
」
と
の
い
わ
れ
を
論
じ
た
前
項
《
六
十
、
錦
の
袴

（
二
）》
の
文
脈
に
即
し
た
使
い
方
。

〈

〉
181

［
解
説
］
本
句
で
は
、
し
か
る
べ
き
「
袴
」
を
据
え
な
が
ら
、
そ
れ
に
似
合
う

よ
う
な
「
冠
」
が
な
か
っ
た
場
合
を
例
示
し
た
。
前
項
《
六
十
、
錦
の
袴
（
二
）
》

で
は
、
上
五
の
「
玉
の
冠
」
と
釣
り
合
う
よ
う
に
、
下
五
に
も
「
錦
の
袴
」
な

る
歌
語
を
据
え
る
べ
き
も
の
と
し
、
そ
の
具
体
例
を
示
し
た
一
覧
に
、
本
句
の

「
松
の
雪
」
が
見
え
る
。

［
現
代
語
訳
］
風
が
吹
か
な
け
れ
ば
千
代
ま
で
も
見
届
け
ら
れ
る
花
か
、
松
の

雪
と
は
。

こ
れ
、
五
文
字
弱
し

こ
れ
、
（
上
の
）
五
文
字
は
弱
い
。
つ
ま
り
一
句
が

*2頂
く
べ
き
と
し
た
「
玉
の
冠
」
に
は
、
「
風
吹
か
で
」
と
い
う
歌
語
が
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
な
お
、
こ
の
文
脈
で
「
弱
し
」
と
は
一
句
の
上
手
下
手
を
分
け
る

評
価
用
語
で
は
な
い
。
下
に
続
く
説
明
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
強
し
」
と

表
現
し
た
の
と
対
称
的
な
句
風
を
指
す
の
で
あ
る
。

〈
千
代
見
ん
花
か
〉
は
〈
松
〉
に
引
か
れ
て
も
、
か
や
う
に
あ
る
べ
し

「
千

*3代
見
ん
花
か
」
と
は
「
松
」
の
語
に
導
か
れ
た
と
し
て
も
、
こ
う
な
る
の
が
よ

い
。「
松
」
に
「
千
代
」
を
詠
み
合
わ
せ
た
歌
例
は
夥
し
い
数
に
上
る
。

〈
風
吹
か
で
〉
と
は
…
掛
け
合
は
ぬ
な
り

「
風
吹
か
で
」
と
は
少
し
の
間

*4な
ど
の
事
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
千
代
」
と
は
釣
り
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
詠
む
と
、
《
注

》
で
述
べ
た
よ
う
に
、
句
風
が
「
錦
の
袴
」
に
部
類

2

さ
れ
た
「
松
の
雪
」
と
合
わ
な
い
ほ
か
、
「
風
吹
か
で
」
と
は
「
松
」
の
縁
語

に
な
る
「
千
代
」
と
も
や
や
矛
盾
す
る
と
の
弱
点
を
指
摘
し
た
。

さ
れ
ば
、
強
き
連
歌
を
ば
…
あ
る
べ
し

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
「
強
い
」
連

*5歌
を
上
の
五
文
字
か
ら
下
ま
で
強
く
詠
み
、
「
弱
く
て
や
さ
し
い
」
句
は
、
そ

の
上
下
に
交
じ
る
「
強
い
」
言
葉
も
な
く
、
通
し
て
「
や
さ
し
い
」
の
が
よ
い
。

一
方
ば
か
り
を
得
た
る
は
仕
手
の
う
ち
と
は
言
ひ
が
た
し

そ
の
ど
ち
ら
か

*6し
か
心
得
て
い
な
い
の
は
、
達
者
な
詠
み
手
の
う
ち
と
は
言
い
が
た
い
。
詠
み

方
に
お
け
る
「
強
」
・
「
弱
」
の
ど
ち
ら
か
を
優
先
せ
ず
、
両
者
の
区
別
を
肝
心

と
す
る
。

例
へ
ば
、
同
じ
矢
な
れ
ど
も
…
顕
し
侍
れ

例
え
ば
、
同
じ
矢
で
も
、
犬
追

*7物
や
笠
懸
の
時
は
蟇
目
鏑
矢
を
取
り
出
し
、
戦
場
に
お
い
て
は
征
矢
こ
そ
を
射

る
の
が
よ
い
。
こ
う
（
使
い
分
け
）
し
て
初
め
て
弓
矢
の
潜
力
を
存
分
に
発
揮

で
き
る
。
犬
追
物
は
仕
切
り
の
中
に
放
た
れ
た
犬
を
馬
上
か
ら
射
当
て
る
騎
射

練
習
の
一
種
で
、
笠
懸
は
遠
距
離
を
離
れ
た
的
（
元
は
射
手
の
笠
）
を
射
る
馬

上
の
射
芸
。
い
ず
れ
も
的
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
鏃
を
除
き
、
高
鳴
り
す
る
こ

と
か
ら
蟇
目
（
響
き
目
）
と
い
っ
た
鏑
の
つ
い
た
矢
を
使
用
し
た
。
反
対
に
征

矢
と
は
鏃
を
し
っ
か
り
嵌
め
た
戦
闘
目
的
の
矢
。
底
本
は
「
ソ
ヤ
コ
ソ
入
」
と
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あ
る
が
、「
戦
場
に
て
」
と
い
う
文
脈
か
ら
「
射
」
に
改
め
た
。「
コ
ソ
」
の
「
コ
」

字
は
「
カ
」
に
上
書
き
し
た
と
見
え
る
。
ま
た
、
底
本
「
ア
ラ
ワ
シ
」
の
「
シ
」

字
に
も
上
書
き
が
認
め
ら
れ
る
が
、
筆
跡
か
ら
は
最
終
的
に
「
レ
」
か
「
シ
」

か
の
判
別
が
困
難
で
、「
徳
を
」
と
の
組
み
合
わ
せ
を
重
視
し
て
他
動
詞
の
「
顕

す
」
と
し
た
。

強
か
る
べ
き
に
は
…
い
は
れ
べ
け
れ

強
く
あ
る
べ
き
時
は
強
く
、
弱
く
あ

*8る
べ
き
時
は
弱
く
し
て
、
進
む
べ
き
時
は
進
み
、
退
く
べ
き
時
は
退
く
よ
う
に

し
て
こ
そ
、
真
の
上
手
と
ま
で
い
わ
れ
て
も
よ
い
。
「
弱
い
」
の
も
「
強
い
」

の
も
等
し
く
上
手
が
心
得
る
べ
き
重
要
な
詠
風
で
、
混
ぜ
る
こ
と
だ
け
を
法
度

と
し
た
。

こ
れ
ら
は
我
と
弁
へ
べ
き
も
の
な
り

こ
う
い
う
の
は
自
分
か
ら
進
ん
で
心

*9得
よ
う
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
ノ
ッ
ト
）

《
六
十
二
、
発
句
大
廻
し
》

一
二

、

発
句
、

大

廻

し
と
云
ふ
。
口
伝
在
り
。

．

十

ま
は
［
わ
］

在

口

伝

*1

*2

山
は
た
だ

岩
木
の
し
づ
く
春
の
雨

只

182

*3

*4

松
風
は

常
盤
の
時
雨
秋
の
雨

葉

し

ぐ

れ

183

*5

*6

五
月
雨
は

嶺
の
松
風
谷
の
水

か
ぜ

184

*7

*8

三
体
発
句
、

*9

あ
な
た
ふ
と

春
日
の
み
が
く

玉
津
島

185

*10

*11

*12

こ
れ
ら
は
切
れ
た
る
句
な
り
。

．

此

等

也

*13

庭
に
見
て

尋
ね
ぬ
花
の
盛
り
か
な

．

み

さ
か

哉

186

*14

*15

山
近
し
さ
れ
ど
も

遅

き
時
鳥

お[

を]

そ

187

*16

*17

花
は
今
朝
雲
や
霞
の
山
桜

188

*18

こ
の
三
句

切
る
る
詞
は
あ
れ
ど
も
切
れ
ず
。

相
構
へ
相
構
へ
、
人
の
し
た
る

．

此

き

ゝ

不

切

／

＼

*19

*20

発
句
を
切
る
る
よ
、
切
れ
ぬ
よ
、
と
云
ふ
こ
と
有
る
べ
か
ら
ず
。

沙
汰
一
篇

．

き

ゝ

き

事

不

可

有

*21

に
定
ま
る

ま

じ
き
か
。

難
ず
れ
ば
不
審
を
問
は
れ
て
、

云
は
ぬ
も
悪
し
、

さ
だ

【
ナ
シ
】

歟

と

わ

い

わ

わ
る

*22

*23

云
ふ
も
ま
た
悪
し
。
心
得
べ
き
な
り
。

・

又

わ
る

也

【
注
釈
】

発
句
…
と
云
ふ

発
句
に
お
い
て
、
大
廻
し
と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
、
と

*1い
う
意
。

大
廻
し

上
五
が
下
五
に
掛
か
る
構
造
の
句
を
い
う
。
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

*2て
い
る
〈

〉
の
句
は
『
一
紙
品
定
之
灌
頂
』
で
、
「
大
離
れ
の
発
句
」
と
さ

184

れ
て
お
り
、中
七
を
脇
に
置
い
て
の
掛
か
り
方
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
書
《
五
十
六
、
廻
し
て
に
は
》
で
説
か
れ
る
「
廻
し
て
に
は
」
が
、
下
五
か

ら
上
五
へ
と
語
句
が
掛
か
る
文
体
を
示
す
の
と
は
相
違
す
る
。
「
大
廻
し
」
の

語
は
、
『
連
歌
手
爾
葉
口
伝
』
の
「
切
字
事
」
に
「
十
八
」
の
切
字
を
挙
げ
た

後
、
「
こ
の
ほ
か
に
三
切
・
大
廻
し
な
ど
あ
れ
ど
も
」
と
あ
る
の
が
古
い
か
。
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ま
た
、
本
書
《
五
十
三
、
挿
入
部
分
》
の
図
に
も
「
大
廻
し
」
の
語
が
見
え
る
。

『
梅
春
抄
』
で
〈

〉〈

〉
を
「
大
廻
し
」
の
句
と
し
て
挙
げ
、
「
大
ま
は
し

184

185

と
て
、
切
字
あ
り
」
と
す
る
な
ど
、
「
大
廻
し
」
は
発
句
切
字
論
の
中
で
概
念

化
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
。

〈

〉
182山

は
た
だ
…
春
の
雨

山
で
は
た
だ
た
だ
春
の
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

*3「
山
は
た
だ
」
と
詠
む
歌
例
に
、
「
ひ
と
り
の
み
我
が
ゐ
る
床
の
山
は
た
だ
塵

払
ふ
べ
き
松
風
も
な
し
」（
亜
槐
集
・
八
五
一
）
が
あ
る
。

岩
木
の
し
づ
く

岩
や
木
か
ら
滴
り
落
ち
る
雫
。
歌
例
に
地
名
を
掛
け
た
も

*4の
で
あ
る
が
、
「
数
な
ら
ぬ
身
に
も
涙
の
こ
ぼ
る
る
や
岩
木
の
山
の
し
づ
く
な

る
ら
ん
」（
新
千
載
集
・
雑
下
・
二
〇
二
八
・
安
嘉
門
院
四
条
）
が
あ
る
。

［
解
説
］「
山
は
た
だ
」「
春
の
雨
」
が
降
る
、
と
上
五
か
ら
下
五
に
語
句
が
掛

か
る
こ
と
で
、
「
大
廻
し
」
の
例
と
し
と
し
た
も
の
。
こ
の
掛
か
り
方
を
考
慮

す
れ
ば
、「
岩
木
の
し
づ
く
」
は
「
春
の
雨
」
の
雫
と
取
れ
る
。

［
現
代
語
訳
］
山
で
は
た
だ
た
だ
岩
や
木
か
ら
雫
と
な
っ
て
滴
る
春
の
雨
が
降

る
こ
と
だ
。

〈

〉
183松

風
は
…
秋
の
雨

「
松
風
」
の
音
は
「
秋
の
雨
」
の
音
に
聞
こ
え
る
。

*5
常
盤
の
時
雨

松
の
常
緑
の
葉
に
降
る
時
雨
の
ご
と
き
、
と
い
う
こ
と
。

*6

［
解
説
］
「
松
風
」
の
音
は
「
秋
の
雨
」
の
音
で
あ
っ
た
、
と
上
五
か
ら
下
五

に
語
句
が
掛
か
る
こ
と
で
、
「
大
廻
し
」
の
例
と
し
た
も
の
。「
松
風
」
と
「
時

雨
」
の
降
る
音
の
類
似
は
、
「
松
風
の
音
か
と
聞
け
ば
淡
路
島
時
雨
す
ぐ
と
て

苫
た
づ
ぬ
な
り
」（
長
方
集
・
一
〇
八
）
な
ど
多
く
詠
ま
れ
る
。

［
現
代
語
訳
］
松
風
の
音
は
、
松
の
常
緑
の
葉
に
降
る
時
雨
の
音
の
よ
う
で
あ

り
、
秋
の
雨
の
音
の
よ
う
で
も
あ
る
。

〈

〉
184五

月
雨
…
谷
の
水

「
五
月
雨
」
の
音
は
「
谷
の
水
」
の
音
の
よ
う
に
聞
こ

*7え
る
。

嶺
の
松
風

「
嶺
」
に
生
え
る
「
松
」
に
吹
く
「
風
」
の
音
の
ご
と
き
、
と

*8い
う
こ
と
。

［
解
説
］
「
五
月
雨
」
の
音
は
「
谷
の
水
」
の
音
で
あ
っ
た
、
と
上
五
か
ら
下

五
に
語
句
が
掛
か
る
こ
と
で
、「
大
廻
し
」
の
例
と
し
た
も
の
。『
密
伝
抄
』
に

「
五
月
雨
は
谷
の
水
音
松
の
風
」
の
形
で
見
え
る
こ
と
か
ら
、
「
音
」
に
つ
い

て
の
類
似
を
叙
述
し
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
さ
さ

め
ご
と
』
に
は
「
興
、
た
と
へ
歌
の
心
」
と
あ
り
、「
嶺
の
松
風
」「
谷
の
水
」

が
譬
え
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。《
注

》
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
発
句
は
、

2

『
一
紙
品
定
之
灌
頂
』
で
「
大
離
れ
の
発
句
」
と
す
る
が
、
『
宗
養
三
巻
集
』

で
は
「
三
段
切
の
事
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
連
歌
秘
袖
抄
』
で
も
「
三
段

切
の
事
、
三
名
切
と
も
云
ふ
な
り
」
の
項
に
こ
の
句
を
挙
げ
、
「
嶺
、
谷
、
五
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月
雨
と
、
以
上
三
つ
有
る
ゆ
ゑ
三
段
の
切
字
と
云
ふ
な
り
」
と
説
明
し
、
こ
こ

で
の
「
大
廻
し
」
の
概
念
と
相
違
す
る
。

［
現
代
語
訳
］
五
月
雨
の
音
は
嶺
の
松
に
吹
く
風
の
よ
う
で
も
あ
り
、
谷
川
を

流
れ
る
水
の
音
の
よ
う
で
も
あ
る
。

［
備
考
］『
密
伝
抄
』
に
「
侍
公
発
句
、
西
山
の
谷
に
て
」
と
詞
書
が
あ
る
。『
梵

灯
庵
主
返
答
書
』
そ
の
他
で
も
救
済
の
句
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
梅
春
抄
』
で

は
周
阿
と
あ
る
。

三
体
発
句

五
七
五
の
三
つ
に
叙
述
が
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
か
。

*9本
書
《
五
十
三
、
挿
入
部
分
》
の
図
に
も
「
三
体
」
の
語
が
見
え
る
が
、
説
明

が
な
く
詳
細
不
明
。
な
お
、『
宗
養
三
巻
集
』『
連
歌
秘
袖
抄
』
に
は
「
三
段
切
」

「
三
字
切
」
の
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
概
念
と
重
な
る
点
も

あ
る
が
、
完
全
に
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。
な
お
、
「
三
体
」
の
分
類
は
見

え
な
い
。

〈

〉
185あ

な
た
ふ
と

あ
あ
尊
い
こ
と
だ
。
感
動
詞
「
あ
な
」
と
形
容
詞
「
尊
し
」

*10の
語
幹
が
接
続
し
た
も
の
。「
ふ
と
」
は
底
本
「
ト
ウ
」
に
上
書
き
。

春
日
の
み
が
く

春
の
日
に
よ
っ
て
磨
か
れ
、
ま
す
ま
す
光
が
増
す
、
と
い

*11う
こ
と
。
下
五
の
「
玉
津
島
」
と
の
関
わ
り
で
は
、
春
日
社
が
意
識
さ
れ
て
い

る
か
。

玉
津
島

紀
伊
国
の
歌
枕
。
和
歌
の
浦
の
島
。
玉
津
島
神
社
が
あ
り
、
和
歌

*12神
で
あ
る
衣
通
姫
が
併
祀
さ
れ
た
。
た
だ
し
、［
備
考
］
に
示
し
た
『
密
伝
抄
』

に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
俊
成
が
邸
内
に
勧
請
し
た
新
玉
津
島
神
社
を
い
う
。

［
解
説
］
五
七
五
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
叙
述
と
み
な
し
て
「
三
体
発
句
」
の

例
と
し
た
か
。『
宗
養
三
巻
集
』『
連
歌
秘
袖
抄
』
な
ど
で
は
「
大
廻
し
」
の
例

と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
書
で
は
〈

〉
を
「
三
段
切
」

184

と
し
て
い
る
こ
と
、
『
一
紙
品
定
之
灌
頂
』
で
は
〈

〉
と
と
も
に
、
当
該
句

184

も
「
大
離
れ
の
発
句
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
認
識
に

混
乱
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
『
連
歌
奥
儀
明
鏡
秘
集
』
で
は
「
大

廻
し
発
句
」
と
し
、
「
こ
の
句
、
切
字
、
首
尾
に
て
切
れ
候
。
あ
な
た
ふ
と
、

と
置
き
、
下
に
玉
津
島
と
置
く
」
と
説
明
し
て
お
り
、
本
書
で
の
「
大
廻
し
」

の
概
念
と
一
致
す
る
。

［
現
代
語
訳
］
あ
あ
な
ん
と
尊
い
こ
と
だ
。
春
の
日
の
光
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す

磨
か
れ
る
玉
の
よ
う
な
玉
津
島
で
あ
る
こ
と
だ
。

［
備
考
］『
密
伝
抄
』
に
「
五
条
玉
津
島
に
て
、
周
阿
」
と
詞
書
が
あ
る
。『
梵

灯
庵
主
返
答
書
』
そ
の
他
で
も
周
阿
の
句
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
切
れ
た
る
句
な
り

「
こ
れ
ら
」
は
〈

〉
か
ら
〈

〉
の
四
句

*13

182

185

す
べ
て
を
指
す
。
こ
の
四
句
は
一
句
と
し
て
き
ち
ん
と
独
立
し
た
形
の
句
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。
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〈

〉
186庭

に
見
て

花
の
盛
り
を
庭
で
見
る
だ
け
で
、
と
い
う
こ
と
。

*14
尋
ね
ぬ
花
の
盛
り
か
な

尋
ね
て
行
く
こ
と
の
な
い
花
の
盛
り
で
あ
る
こ
と

*15だ
。
庭
以
外
の
所
の
花
盛
り
の
桜
は
わ
ざ
わ
ざ
尋
ね
て
行
か
な
い
、
と
い
う
意
。

［
解
説
］
庭
以
外
に
は
わ
ざ
わ
ざ
花
盛
り
の
桜
を
見
に
行
く
こ
と
も
な
い
、
庭

の
桜
だ
け
で
満
足
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
か
な
」
と
い
う
切
字
が
あ

る
が
、
切
れ
て
い
な
い
と
み
な
し
た
例
。

［
現
代
語
訳
］

庭
で
見
る
だ
け
で
満
足
し
、
よ
そ
の
花
の
盛
り
を
わ
ざ
わ
ざ

尋
ね
て
行
か
な
い
こ
と
だ
。

〈

〉
187山

近
し
…
時
鳥

「
時
鳥
」
は
初
夏
に
山
か
ら
里
へ
と
降
り
て
き
て
鳴
く
、

*16と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
山
の
近
く
に
い
る
の
に
、
と
い
う
こ
と
。

遅
き
時
鳥

や
っ
て
来
て
鳴
く
の
が
遅
い
時
鳥
で
あ
る
こ
と
だ
。

*17［
解
説
］「
山
近
く
家
ゐ
し
せ
れ
ば
郭
公
鳴
く
初
声
を
我
の
み
ぞ
聞
く
」（
金
槐

集
・
一
四
三
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
山
に
近
い
所
に
い
れ
ば
、
い
ち
早

く
「
時
鳥
」
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
句
。

「
遅
き
」
は
や
っ
て
来
て
鳴
く
の
が
遅
い
、
と
い
う
こ
と
。
「
し
」
と
い
う
切

字
が
あ
る
が
、
切
れ
て
い
な
い
と
み
な
し
た
例
。

［
現
代
語
訳
］
山
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
自
分
の
所
に
や

っ
て
く
る
の
が
遅
い
時
鳥
で
あ
る
こ
と
だ
。

〈

〉
188花

は
今
朝
雲
や
霞
の

花
は
今
朝
、
雲
や
霞
に
紛
れ
て
い
る
。「
雲
」
や
「
霞
」

*18に
紛
れ
て
花
だ
か
雲
か
霞
か
判
然
と
し
な
い
と
詠
む
歌
例
に
、
「
雲
や
立
つ
霞

や
紛
ふ
山
桜
花
よ
り
ほ
か
も
花
と
見
ゆ
ら
む
」
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
七
一
・

俊
成
）
が
あ
る
。

［
解
説
］
昨
日
は
は
っ
き
り
見
え
て
い
た
桜
の
花
が
、
今
朝
見
る
と
、
「
雲
」

や
「
霞
」
に
紛
れ
て
、
花
な
の
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
、
と
い
う
景
を
詠
む
。

も
し
く
は
、
実
際
の
花
は
散
っ
て
「
花
」
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
「
雲
や
霞
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
下
五
の
「
山
桜
」
は
、
そ
の
よ
う
な
花
を
付
け
る
山

桜
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
「
や
」
を
切
字
と
誤
解
し
、
切
れ
て
い
る
と
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
切
れ
て
い
な
い
と
し
た
例
。

［
現
代
語
訳
］
山
桜
の
花
は
今
朝
、
雲
や
霞
に
紛
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

切
る
る
詞
は
あ
れ
ど
も
切
れ
ず

切
る
こ
と
の
で
き
る
詞
は
あ
る
も
の
の
、

*19句
が
切
れ
て
い
な
い
。
「
切
る
る
詞
」
は
切
字
を
い
い
、
こ
こ
で
は
〈

〉
の

186

「
か
な
」
、
〈

〉
の
「
し
」
、
〈

〉
の
「
や
」
を
指
す
。
典
型
的
切
字
で
あ

187

188

る
「
か
な
」
に
つ
い
て
も
、
『
密
伝
抄
』
で
は
、「
梅
も
咲
き
柳
も
ま
ゆ
を
ひ
ら

く
か
な
」
を
「
か
な
と
云
ひ
候
ひ
て
、
切
れ
候
は
ぬ
句
」
と
し
て
い
る
。
逆
に

『
連
歌
教
訓
』
で
は
〈

〉
を
「
面
に
見
え
ぬ
切
字
」
の
例
と
し
、
『
連
歌
秘

184

袖
抄
』
で
は
〈

〉
の
句
に
つ
い
て
、「
こ
の
切
字
、
心
に
て
切
る
発
句
な
り
」

185
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と
説
明
す
る
。
発
句
が
切
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
、
単
に
切
字
の
有
無
で
決

ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
書
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

相
構
へ
相
構
へ
…
有
る
べ
か
ら
ず

注
意
に
注
意
を
重
ね
、
安
易
に
人
の
詠

*20ん
だ
発
句
に
つ
い
て
、
切
れ
て
い
る
よ
、
切
れ
て
い
な
い
よ
、
と
言
っ
て
は
な

ら
な
い
。「
相
構
ふ
」
は
気
を
配
る
、
注
意
す
る
、
の
意
。

沙
汰
一
篇
に
定
ま
る
ま
じ
き
か

判
断
は
一
通
り
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で

*21あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
一
篇
」
は
「
一
偏
」
で
、
一
方
的
に

偏
る
の
意
。「
定
ま
る
ま
じ
き
」
は
底
本
「
サ
タ
マ
ル
シ
キ
」
。
意
に
よ
り
「
ま
」

を
補
っ
た
。

難
ず
れ
ば
不
審
を
問
は
れ
て

切
れ
て
い
な
い
と
非
難
す
れ
ば
、
ど
う
し
て

*22そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
、
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
よ
う
に
尋
ね
ら
れ
て
。「
不

審
」
は
「
不
重
」
に
も
読
め
る
が
、
意
に
よ
り
「
不
審
」
と
し
た
。

言
は
ぬ
も
悪
し
、
云
ふ
も
ま
た
悪
し

理
由
を
言
う
の
も
具
合
が
悪
い
し
、

*23言
わ
な
い
の
も
具
合
意
が
悪
い
。
切
れ
て
い
る
、
切
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
そ
の
理
由
が
明
確
に
で
き
な
い
の
で
、
と
い
う
こ
と
。

（
廣
木
）

《
六
十
三
、
脇
句
・
第
三
》

一
十三

、

脇
句
は
発
句
の

懐

を
出
で
よ
と
云
へ
ば
、
そ
の
時
節
の
物
を
以
て

．

．

ふ
と
こ
ろ

其

*1

付
く
べ
き
な
り
。

詞
確
か
に
、
浮
き
た
る
様
の
て
に
は
な
ど
す
べ
か
ら
ず
。

可

付

也

た
し

う

*2

法
楽
な
ど
、
年
始
の
連
歌
の
時
、「
哉
」
と
あ
る
発
句
に
、
脇
に
「
し
」
と
留
め
ず
。

不

留

*3

「
か
な
し
」
と
続
く
故
な
り
。

こ
の
体
の
句
、
面
に
は
用
心
有
る
べ
き
な
り
。

つ
ゞ

也

此

可

有

用

心

也

*4

第
三
も
脇
の
句
ほ
ど
は
な
く
と
も
、
こ
れ
も
発
句
に
遠
か
ら
ぬ
時
節
を
す
る

わ
き

程

わ

是

*5べ
し
。
発
句
、
真
名
字
留
め
の
時
は
、第
三
、
真
名
字
留
め
は
か
し
ま
し
き
な
り
。

．

．

ま

な

也

*6

仕
手
心
な
り
。

昔
は
真
名
字
も
「
て
」「
ら
ん
」
の
や
う
に
嫌
は
れ
し
な
り
。

也

覧

様

き
ら

わ

*7

【
注
釈
】

脇
句
は
発
句
の
懐
を
…
付
く
べ
き
な
り

「
脇
句
は
発
句
の
懐
を
出
な
さ
い
」

*1と
言
う
の
は
、
発
句
と
同
じ
時
節
の
事
物
を
詠
み
込
ん
で
句
を
付
け
る
の
が
良

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
脇
句
に
つ
い
て
は
、
『
僻
連
抄
』
に
「
時
分
・
景
物

は
発
句
に
同
じ
」
と
あ
る
。

詞
確
か
に
、
浮
き
た
る
様
の
て
に
は
な
ど
す
べ
か
ら
ず

脇
句
は
詞
を
的
確

*2に
用
い
て
詠
み
、
う
わ
つ
い
た
不
確
か
な
使
い
方
の
て
に
は
等
は
詠
ん
で
は
な

ら
な
い
。『
筑
波
問
答
』
で
「
た
だ
の
連
歌
に
も
、
一
の
懐
紙
の
面
の
ほ
ど
は
、

し
と
や
か
の
連
歌
を
す
べ
し
。
て
に
は
も
浮
き
た
る
や
う
な
る
こ
と
を
ば
せ
ぬ

こ
と
な
り
」
と
、
脇
句
だ
け
で
は
な
く
初
折
り
の
表
全
体
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

同
じ
く
浮
わ
つ
い
た
て
に
は
を
戒
め
て
い
る
。

法
楽
な
ど
…
続
く
故
な
り

法
楽
な
ど
や
年
始
の
連
歌
の
時
に
、
句
末
に

*3「
哉
」
と
あ
る
発
句
に
対
し
て
、
脇
句
の
句
末
に
は
「
し
」
と
留
め
な
い
も
の

だ
。
句
末
を
繋
げ
る
と
「
か
な
し
（
悲
し
）
」
と
続
く
た
め
で
あ
る
。
法
楽
や

年
始
の
連
歌
の
よ
う
に
祝
言
性
を
求
め
ら
れ
る
場
で
は
、
句
の
内
容
だ
け
で
は

な
く
、
発
句
と
脇
句
の
隣
り
合
う
句
末
の
言
葉
の
並
び
の
よ
う
な
点
で
も
、
め



- 41 -

で
た
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
底
本
で
は

「
哉
」
「
し
」
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ
「
〽
」
を
付
し
て
あ
る
が
、
本
文
で
は
省
略

し
た
。

こ
の
体
の
句
、
面
に
は
用
心
有
る
べ
き
な
り

こ
の
よ
う
な
句
は
、
初
折
の

*4面
で
は
用
心
す
べ
き
で
あ
る
。
発
句
と
脇
だ
け
で
は
な
く
表
八
句
で
こ
の
《
注

》
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。

3
第
三
も
脇
の
句
ほ
ど
は
…
す
る
べ
し

第
三
句
も
、脇
句
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

*5発
句
の
時
節
と
遠
く
な
い
時
節
を
詠
む
の
が
良
い
。

発
句
、
真
名
字
留
め
の
…
仕
手
心
な
り

発
句
が
体
言
止
め
の
時
は
、
第
三

*6句
を
同
じ
体
言
止
め
に
す
る
の
は
目
障
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
配
慮
す
る
の
が
連

歌
の
達
人
の
心
が
け
で
あ
る
。

昔
は
真
名
字
も
「
て
」
「
ら
ん
」
の
や
う
に
嫌
は
れ
し
な
り

昔
は
体
言
止

*7め
も
「
て
」
や
「
ら
ん
」
の
よ
う
に
第
三
句
で
は
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
た
も
の

だ
。
第
三
句
に
体
言
止
め
や
「
て
」
「
ら
ん
」
留
め
を
嫌
う
と
い
う
記
述
は
他

に
見
え
な
い
。
特
に
、
て
留
め
は
『
一
紙
品
定
之
灌
頂
』
の
「
第
三
の
事
」
の

項
に
「
た
だ
、
て
に
は
を
い
つ
よ
り
も
、
て
、
と
留
む
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に

第
三
句
で
推
奨
さ
れ
る
。
底
本
で
は
「
て
」「
ら
ん
」
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ
「
〽
」

を
付
し
て
あ
る
が
、
本
文
で
は
省
略
し
た
。

（
浅
井
）

《
六
十
四
、
発
句
の
祝
言
》

一
十四

、

発
句
の
祝
言
に
「
上
な
き
花
」「
上
も
な
し
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
、
常

ウ
ヘ

ゝ

事

*1

の
習
ひ
な
り
。
然
り
と
雖
も
、「
下
と
し
て
上
な
き
」
な
ど
と
云
へ
ば
、
い
か
が

．
也

雖

然

ゝ

い

え

ゞ

あ
る
べ
き
か
。
心
得
べ
き
こ
と
な
り
。
中
々
、
祝
言
の
句
に

誤

り
あ
る
な
り
。

歟

可

心

得

事

也

／
＼

あ
や
ま

也

ま
た
、

か
や
う
の
こ
と
を

憖

ひ
に
片
聞
き
し
て
咎
無
き
に
咎
を
作
る
こ
と
、

．

又

様

事

な
ま
じ

い

と
が

な

と
が

つ
く

事

*2

か
へ
り
て
比
興
の
至
り
な
り
。

．

え

之

也

【
注
釈
】

発
句
の
祝
言
に
「
上
な
き
花
」
…
誤
り
あ
る
な
り

発
句
で
の
祝
言
の
言
葉

*1と
し
て
「
こ
の
上
な
い
花
」
「
こ
の
上
も
な
い
」
な
ど
と
詠
む
の
は
、
常
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
「
下
と
し
て
、
そ
の
上
は
な
い
」
な
ど
と
言

う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
気
を
つ
け
る
べ
き
だ
。
簡
単
そ
う
に
見
え
て
か
え

っ
て
、
祝
言
の
句
に
は
誤
り
が
あ
る
も
の
だ
。
発
句
を
詠
む
際
に
、
祝
言
を
気

に
し
て
行
き
過
ぎ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。「
上
な
し
」

の
発
句
の
例
に
「
月
今
宵
上
な
き
玉
の
光
か
な
」
（
東
山
千
句
・
第
五
百
韻
・

一
・
肖
柏
）
等
が
あ
る
。
底
本
、「
上
な
き
花
」
の
「
上
」
の
右
傍
に
「
ウ
ヘ
」

と
ふ
り
が
な
あ
り
。

か
や
う
の
こ
と
…
至
り
な
り

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
中
途
半
端
に
聞
き
か
じ

*2っ
て
、
咎
が
無
い
の
に
咎
を
作
る
の
は
、
か
え
っ
て
不
合
理
の
極
み
で
あ
る
。

祝
言
の
句
等
に
つ
い
て
、
半
端
な
理
解
で
誤
り
で
は
な
い
も
の
を
咎
め
る
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
戒
め
て
い
る
。

（
浅
井
）
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《
六
十
五
、
詩
歌
を
寄
合
に
取
る
事
》

一
十五

、

詩
歌
を
寄
合
に
取
る
事
。

先
達
の
し
馴
ら
さ
ぬ
こ
と
を
ば
斟
酌
せ
よ

．

な

事

*1

*2

と
云
ふ
こ
と
、
別
の
子
細
無
し
。
詩
歌
は
寄
合
に
取
り
様
あ
り
。
初
心
に
て
は
取

．

．

事

無

子

細

と

り

誤

る
こ
と
も
あ
る
べ
き
に
よ
り
て
、
先
達
の
句
に
任
せ
よ
と
な
り
。

古
事

あ
や
ま

事

仍

ま
か

也

*3

機
縁
の
寄

合
な
ど
も
、

珍

し
く
我
と
見
出
だ
し
て
付
け
た
る
こ
そ
一

入

．
．

．

き

■

ん

よ
り
あ
ひ[

い]

め
づ
ら

（
ひ
と
し
ほ
）

面
白
か
る
べ
け
れ
。

詩
歌
を
寄
合
に
取
る
様
。

．

気
霽
れ
て
は
風
新
柳
の
髪
を
梳
る

気

霽

風

梳

新

柳

髪

189

*4氷
消
え
て
は
浪
旧
苔
の
鬚
を
洗
ふ

氷

消

浪

洗

旧

苔

鬚

こ
の
詩
を
取
る
に
は
〈
柳
〉
に
〈
髪
〉
を
付
け
、〈
苔
〉
に
〈
鬚
〉
を
付
く
べ
き

．

．

此

か
み

こ
け

ひ
げ

可

付

*5に
、
詩
一
つ
の
内
な
れ
ば
と
云
ひ
て
、〈
柳
〉
に
〈
鬚
〉
を
付
け
、〈
苔
〉
に
〈
髪
〉

．

．

．

ひ
げ

こ
け

か
み

を
付
け
て
は
良
か
る
べ
き
か
。
〈
鬚
〉
に
〈
髪
〉
を
付
け
ん
こ
と
は
子
細
無
し
。

．

よ

歟

ひ
げ

か
み

つ

事

無

子

細

*6

人
体
の
内
な
る
が
故
に
。

歌
を
取
る
様
、
こ
れ
ま
た
詩
に
か
は
ら
ず
。

．

是

又

わ

白
雲
に

羽
打
ち
か
は
し
飛
ぶ
雁
の
数
さ
へ
見
ゆ
る
秋
の
夜
の
月

．

．

わ

え

み

あ
き

190

*7

〈
雁
〉
に
は
〈
数
〉
を
寄

合
に
取
れ
り
。
詩
歌
に
必
ず
体
の
詞
・
用
の
詞

．

よ
り
あ
ひ[

い]

と

*8と
て
あ
り
。
こ
れ
は
〈
雁
〉
を
体
と
し
て
〈
数
〉
の
〈
見
ゆ
る
〉
を
詮
に
詠
み

是

み

よ

た
る
歌
な
る
が
故
に
〈
数
〉
を
取
る
べ
し
。

．

あ
る
連
歌
に
、

ふ
る
年
の
内
よ
り
春
の
日
数
に
て

191

*9

と
云
ふ
に
、

．

雲
と
や
言
は
ん
山
の
初
雪

い

わ

は
つ

192と
付
け
た
り
。
こ
の
本
歌
に
云
は
く
、

．

．
．

此

年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
一
年
を
去
年
と
や
言
は
ん
今
年
と
や
言
は
ん

き

い

わ

い

わ

193
こ
の
歌
〈
去
年
と
や
言
は
ん
今
年
と
や
言
は
ん
〉
を
詮
に
詠
み
た
る
故
に
、

此

い

わ

い

わ

せ
ん

よ

*10寄
合
に
〈
言
は
ん
〉
を
取
る
な
り
。
こ
れ
ら
に
て
了
簡
あ
る
べ
し
。

．

い

わ

也

此

等

【
注
釈
】

詩
歌
を
寄
合
に
取
る
事

漢
詩
・
和
歌
を
寄
合
と
し
て
取
る
こ
と
に
つ
い
て

*1は
、『
九
州
問
答
』
に
「
本
歌
同
類
の
事
」「
詩
の
心
を
取
る
事
」
、『
撃
蒙
抄
』

に
「
本
文
」
、
『
梵
灯
庵
主
返
答
書
』
に
「
本
歌
の
詞
」
、
『
長
短
抄
』
に
「
本

歌
取
り
」
等
と
し
て
言
及
が
あ
る
。

先
達
の
し
馴
ら
さ
ぬ
…
子
細
無
し

先
達
が
通
常
使
わ
な
い
こ
と
を
よ
く
理

*2解
し
て
注
意
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
以
外
に
言
う
べ
き
こ
と
は
な
い
。

「
斟
酌
」
は
先
方
の
事
情
を
よ
く
く
み
取
り
推
察
す
る
こ
と
。

古
事
機
縁
の
寄
合
…
面
白
か
る
べ
け
れ

故
事
に
関
わ
る
寄
合
な
ど
で
、
余

*3使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
を
自
ら
発
見
し
て
付
け
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
面
白
い

に
違
い
な
い
。
底
本
「
キ
エ
ン
」
の
「
エ
」
の
字
に
あ
た
る
箇
所
が
虫
損
、
文

脈
に
よ
り
補
っ
た
。
『
日
葡
辞
書
』
に
「Q

iyen

キ
エ
ン
（
機
縁
）
友
情
の
結

び
つ
き
、
あ
る
い
は
、
つ
な
が
り
」
と
あ
る
。

〈

〉
189
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気
霽
れ

天
気
が
晴
れ
て
い
る
こ
と
。「
気
」
は
天
候
。「
霽
れ
」
は
「
晴
れ
」

*4を
い
う
。

［
現
代
語
訳
］
空
が
晴
れ
て
、
萌
え
出
で
た
柳
を
風
が
吹
く
様
は
、
髪
を
梳
か

す
か
の
よ
う
。
氷
が
溶
け
て
雪
解
け
水
の
波
が
古
い
苔
に
寄
せ
来
る
様
は
、
鬚

を
洗
う
か
の
よ
う
。

［
備
考
］『
和
漢
朗
詠
集
』
一
三
。
作
者
未
詳
。
『
江
談
抄
』
な
ど
に
載
る
。

こ
の
詩
を
取
る
に
は
〈
柳
〉
に
…
良
か
る
べ
き
か

こ
の
詩
を
寄
合
と
し
て

*5用
い
る
場
合
、「
柳
」
に
「
髪
」
を
付
け
、「
苔
」
に
「
鬚
」
を
付
け
る
の
が
妥

当
で
あ
る
の
に
、
一
首
の
漢
詩
の
内
に
あ
る
詞
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
柳
」
に
「
鬚
」

を
、
「
苔
」
に
「
髪
」
を
付
け
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
一
句
の
中
の
比
喩

表
現
で
あ
る
か
ら
寄
合
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
同
一
の
一
首
の
中
に
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
付
合
に
用
い
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
『
連
珠
合
璧

集
』「
髪
ト
ア
ラ
バ
柳
」
、
『
竹
馬
抄
』「
髪
、
付
合
ニ
ハ
…
柳
の
緑
」
と
あ
る
。

鬚
、
苔
に
つ
い
て
は
寄
合
書
に
記
述
が
な
い
。

〈
鬚
〉
に
〈
髪
〉
を
付
け
ん
こ
と
は
子
細
無
し
。
人
体
の
内
な
る
が
故
に

*6「
髪
」
に
「
鬚
」
を
付
け
る
こ
と
は
、
共
に
人
体
の
な
か
の
一
部
分
で
あ
る
か

ら
別
の
句
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
問
題
で
は
な
い
。

〈

〉
190羽

打
ち
か
は
し

羽
が
重
な
る
か
の
よ
う
に
羽
ば
た
き
飛
ん
で
い
く
様
。

*7

［
現
代
語
訳
］
白
雲
に
羽
ば
た
き
飛
ん
で
い
く
雁
の
数
さ
え
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
、
明
る
い
秋
の
夜
の
月
で
あ
る
こ
と
だ
。

［
備
考
］
古
今
集
・
秋
上
・
一
九
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
。

〈
雁
〉
に
は
〈
数
〉
を
…
取
る
べ
し

「
雁
」
に
は
「
数
」
を
寄
合
と
し
て

*8取
る
。
詩
歌
に
は
必
ず
体
の
詞
・
用
の
詞
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
和
歌
で

は
「
雁
」
が
体
の
詞
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
よ
う
と
し
て
肝
心
な
と
こ
ろ
を
「
数
」

が
「
見
ゆ
る
」
こ
と
と
し
て
詠
ん
で
い
る
の
で
、
「
数
」
を
寄
合
と
し
て
取
る

べ
き
で
あ
る
。「
体
用
」
は
も
の
の
本
体
と
そ
の
作
用
。「
詮
」
は
最
も
重
要
な

と
こ
ろ
、
肝
心
な
と
こ
ろ
。

〈

・

〉

191

192

ふ
る
年

「
ふ
る
年
」
は
旧
年
を
さ
す
が
、
付
合
に
お
い
て
「
ふ
る
」
は
雪

*9が
「
降
る
」
の
掛
詞
と
な
る
。

［
付
合
］
過
ぎ
去
っ
た
旧
年
の
内
に
立
春
が
来
て
、
と
い
う
句
に
、
春
で
あ
る

な
ら
ば
山
に
白
く
降
る
雪
を
雲
と
言
お
う
か
、
と
し
た
付
合
。
旧
年
中
に
春
が

来
る
と
い
う
和
歌
に
〈

〉
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
言
は
ん
」
を
付
け
た

193

も
の
。
「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅲ
」
《
五
十
一
、
て
に
は
付
（
三
）
》
で
「
懸
け
て

に
は
」
と
さ
れ
る
付
合
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］
《
前
句
》
過
ぎ
去
っ
た
旧
年
の
う
ち
に
春
の
日
数
は
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
。
《
付
句
》
旧
年
中
に
春
が
来
て
し
ま
っ
た
の
で
、
山
に
積
も
っ
た
初
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雪
を
白
雲
と
言
お
う
か
。

〈

〉
193

［
現
代
語
訳
］
旧
年
の
う
ち
に
立
春
が
来
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
立
春
が
来
て
し

ま
っ
た
旧
年
の
こ
と
を
、
去
年
と
言
お
う
か
、
今
年
と
言
お
う
か
。

［
備
考
］
古
今
集
・
春
上
・
一
・
元
方
。
詞
書
「
ふ
る
年
に
春
た
ち
け
る
日
よ

め
る
」。

こ
の
歌
〈
去
年
と
や
…
を
取
る
な
り

こ
の
和
歌
は
「
去
年
と
や
言
は
ん
今

*10年
と
や
言
は
ん
」
を
肝
要
と
し
て
詠
ん
で
い
る
の
で
、
先
の
連
歌
で
は
前
句
の

「
年
の
内
」
に
「
春
」
と
い
う
寄
合
に
「
言
は
ん
」
を
取
る
の
で
あ
る
。

（
嘉
村
）

《
六
十
六
、
仕
手
の
好
ま
ぬ
詞
》

一
十六

、
仕
手
の
好
ま
ざ
る
詞
、
別
紙
に
こ
れ
を
記
す
。

か
の

詞

も
五
句
三
句
、

師

不

好

是

し
る

彼

こ
と
ば

*1

*2

救
済
・
周
阿
の
取
り

廻

さ
ぬ
は
な
し
。

一
向
に
あ
る
ま
じ
き
詞
な
ら
ば
、

．
ま
は
［
わ
］

*3

あ
り
と
も
な
し
と
も
云
ふ
に

及

ば
ず
。

仕
立
て
、
大
事
な
り
。
或
る
は
竦

．

．

．

お
［
を
］
よ

也

す
く

*4

み
、
或
る
は
理
叶
は
ず
。
仍
つ
て
、
そ
の
一
か
か
り
に
嫌
ふ
詞
あ
る
べ
し
。

．

．
．

．

不

叶

其

ゝ

「
月
の
雨
」「
花
の
風
」「
荻
の
風
」
な
ど
は
、
さ
し
て
聞
き
に
く
き
所
な
し
。

．

*5し
か
あ
れ
ど
も
、
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
詞
な
り
。

也

「
月
の
雨
」
と
は
、
何
と
あ
る
を
云
ふ
べ
き
か
。
月
よ
り
降
る
雨
も
な
し
。

な
に

可

云

歟

ふ

か
き
暗
し
降
る
雨
の
夜
に
て
は
月
の

由
来

も
知
ら
ぬ
に
、
「
月
の
雨
」
と
は

く
ら

ふ

（
ゆ
く
へ
）

し

*6云
ひ
が
た
し
。

月
見
え
て
降
る
雨
な
ら
ば
、
月
の
曇
る
に
て
こ
そ
あ
る
べ
け

．

い

ゝ

み

ふ

*7

れ
。

更
に
月
の
見
え
ぬ
様
に
仕
立
て
て
は
、
月
の
肝
な
く
、
あ
ま
り
に
無
下

さ
ら

み

し

た

ゝ

む

げ

*8

な
り
。
仍
つ
て
仕
手
の
、
こ
の
類
の
詞
を
嫌
ふ
な
り
。

．
．

．

也

此

也

「
花
の
風
」
は
、
ざ
ざ
め
き
た
る
詞
な
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
た
仕
立
て
大
事
な
り
。

．

ゞ

是

又

也

*9

い
か
や
う
な
る
時
吹
く
を
「
花
風
」
と
云
ふ
べ
き
か
。

盛
り
に
は
、
さ
す
が

．

．

様

と
き

歟

さ
か

*10

*11

風
な
き
心
地
を
含
め
り
。

散
る
べ
き
比
の
風
な
ら
ば
、
夢
よ
り
も
徒
な
る
花

ち

ふ
く

ち

あ
だ

*12

に
時
の
間
も
吹
き
そ
ふ
べ
き
風
な
ら
ぬ
を
、
「
松
風
」
の
ご
と
く
「
花
の
風
」

う

と
云
は
ん
こ
と
、
理
更
々
叶
は
ず
。

た
だ
花
を
吹
き
散
ら
し
た
る
ば
か
り
の

．

い

わ

事

不

叶

只

ち

斗

*13

た
め
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
た
あ
ま
り
無
下
な
り
。

花
を
散
ら
す
風
の
詮
ば
か
り

是

又

む

げ

也

ち

せ
ん

斗

*14

を
云
ひ
た
て
て
は
何
の
面
白
き
こ
と
か
あ
ら
ん
。

さ
れ
ば
、「
風
よ
り
つ
ら
き

．

．

ゝ

な
に

事

*15

筆
の
跡
か
な
」
と
詠
め
り
。

こ
れ
も
「
風
よ
り
つ
ら
き
仕
手
心
か
な
」
と
こ

よ

是

*16

そ
云
ふ
べ
け
れ
。

い

う

「
荻
の
風
」
は
竦
み
た
り
。

「
水
音
」
は
よ
く
聞
こ
え
た
り
。
「
水
の
音
」

．

す
く

得

*17

*18

は
、

間
遠

に
聞
こ
ゆ
。

「
波
音
」
、
竦
み
た
る
や
う
な
り
。「
波
の
音
」

あ
ひ
［
い
］
ど
ほ
［
を
］

き

す
く

様

也

な
み

*19

は
然
り
。

「
水
の
音
」
「
波
音
」
あ
る
ま
じ
き
に
て
は
な
し
。

詞
の
善
し
悪

．

な
み

よ

あ

*20

*21

し
き
を
我
と

弁

へ
、
い
か
に
も
い
か
に
も
詞
を

労

る
べ
し
。

わ
き
ま

え

／

＼

い
た
は
［
わ
］
た

【
注
釈
】

仕
手
の
好
ま
ざ
る
詞
、
別
紙
に
こ
れ
を
記
す

連
歌
に
手
馴
れ
た
者
が
好
ま

*1
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な
い
言
葉
を
、
別
紙
に
書
き
記
し
た
。
「
好
ま
ざ
る
詞
」
は
、
連
歌
で
は
好
ん

で
用
い
な
か
っ
た
言
葉
の
こ
と
。「
嫌
詞
」
と
も
呼
ば
れ
、『
一
紙
品
定
之
灌
頂
』

に
は
「
連
歌
に
す
ま
じ
き
詞
」
、『
和
歌
集
心
躰
抄
抽
肝
要
』
に
は
「
悪
詞
不
為

事
」
と
し
て
具
体
例
が
載
る
が
、
本
書
の
挙
げ
る
も
の
と
は
重
な
ら
な
い
。「
別

紙
」
の
内
容
は
未
詳
。
本
書
と
は
別
に
、
語
の
一
覧
が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

か
の
詞
も
五
句
三
句
、救
済
・
周
阿
の
取
り
廻
さ
ぬ
は
な
し

そ
う
し
た
（
連

*2歌
に
手
馴
れ
た
者
が
好
ま
な
い
）
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
あ
ち
ら
に
五
句
こ
ち
ら

に
三
句
と
い
う
よ
う
に
散
見
し
、
救
済
・
周
阿
が
巧
く
処
理
し
な
か
っ
た
も
の

は
な
い
（
ど
れ
も
巧
く
処
理
し
て
い
る
）
。「
五
句
三
句
」
は
「
三
五
」
の
倒
語

の
一
種
か
。「
三
五
」
は
散
ら
ば
っ
て
い
る
さ
ま
。「
取
り
廻
す
」
は
、
物
事
を

巧
く
処
理
す
る
こ
と
。
救
済
・
周
阿
は
南
北
朝
期
の
連
歌
師
で
、
本
書
で
度
々

言
及
さ
れ
る
。
「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅱ
」
《
三
十
、
十
の
風
体
（
三
）
》
、
「
『
長
短

抄
』
注
釈
Ⅲ
」《
四
十
七
、
き
う
題
（
二
）》
参
照
。

一
向
に
あ
る
ま
じ
き
詞
な
ら
ば
、
あ
り
と
も
な
し
と
も
云
ふ
に
及
ば
ず

全

*3く
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
言
葉
な
ら
ば
、
あ
り
な
し
を
議
論
す
る
ま
で
も
な
い
。

仕
立
て
、
大
事
な
り
…
あ
る
べ
し

（
連
歌
に
手
馴
れ
た
者
が
好
ま
な
い
言

*4葉
を
使
う
と
き
は
）
仕
立
て
が
困
難
で
あ
る
。
あ
る
い
は
縮
こ
ま
っ
て
聞
こ
え
、

あ
る
い
は
理
屈
が
通
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
故
に
、
そ
う
し
た
一
連
の
言
葉
つ

づ
き
に
お
い
て
避
け
る
言
葉
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
月
の
雨
」
…
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
詞
な
り

「
月
の
雨
」「
花
の
風
」「
荻
の
風
」

*5

な
ど
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
聞
き
苦
し
い
所
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
（
連
歌
に

は
）
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
葉
で
あ
る
。
〈
古
典
文
庫
〉
及
び
〈
俳
書
叢
刊
〉
で

は
「
萩
の
風
」
で
あ
る
が
、
運
筆
か
ら
考
え
る
と
「
荻
の
風
」
と
読
め
る
。「
月
」

と
「
雨
」
、
「
花
」
と
「
風
」
、
「
荻
」
と
「
風
」
を
組
み
合
わ
せ
た
歌
例
は
多

い
が
、
「
月
の
雨
」
「
花
の
風
」
の
歌
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
「
荻
の
風
」

の
用
例
は
多
少
見
え
る
も
の
の
、
広
く
定
着
し
た
表
現
と
は
言
い
が
た
い
。「
君

も
ま
た
夕
べ
や
わ
き
て
眺
む
ら
ん
忘
れ
ず
払
ふ
荻
の
風
か
な
」
（
六
百
番
歌
合

・
八
二
五
・
良
経
）
が
初
例
で
、
判
詞
に
は
「
左
歌
、
夕
べ
や
わ
き
て
な
ど
は

宜
し
く
侍
る
を
、
荻
の
風
か
な
や
、
少
し
い
か
に
ぞ
聞
こ
え
侍
ら
ん
」
と
あ
る
。

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
措
辞
も
連
歌
例
は
存
在
す
る
。

か
き
暗
し
降
る
雨
の
…
云
ひ
が
た
し

辺
り
を
暗
く
し
て
降
る
雨
の
夜
で

*6は
、
月
の
在
り
処
も
定
か
で
な
い
の
に
、
そ
れ
を
「
月
の
雨
」
と
言
い
表
す
の

は
無
理
が
あ
る
。

月
見
え
て
降
る
雨
な
ら
ば
、
月
の
曇
る
に
て
こ
そ
あ
る
べ
け
れ

月
が
見
え

*7て
い
る
状
況
で
降
る
雨
な
ら
ば
、
月
は
ぼ
ん
や
り
と
曇
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

更
に
月
の
見
え
ぬ
様
に
…
嫌
ふ
な
り

そ
の
上
、
月
が
見
え
な
い
様
に
句
を

*8仕
立
て
た
の
で
は
、
月
の
本
意
が
な
く
、
あ
ま
り
に
酷
い
。
そ
の
た
め
に
、
連

歌
に
手
馴
れ
た
者
は
こ
う
し
た
類
の
言
葉
を
避
け
る
の
で
あ
る
。
「
月
の
雨
」

は
、
理
屈
が
通
り
に
く
く
、
理
屈
を
通
そ
う
と
す
る
と
景
物
の
本
意
を
損
う
表

現
と
い
え
る
。
連
歌
例
は
ご
く
少
数
で
あ
る
が
、
同
時
期
の
連
歌
論
書
と
目
さ

れ
る
『
連
通
抄
』
に
、
発
句
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
出
づ
る
方
は
麓
も
晴
れ
よ
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月
の
雨
」
と
あ
る
。

「
花
の
風
」
は
…
大
事
な
り

「
花
の
風
」
は
、
一
見
し
て
派
手
に
飾
り
立

*9て
ら
れ
た
言
葉
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
仕
立
て
が
困
難
で
あ
る
。
「
ざ
ざ
め
く
」

は
、
詩
歌
な
ど
で
は
、
心
を
重
ん
じ
な
い
で
、
た
だ
言
葉
が
華
や
い
で
い
る
さ

ま
を
い
い
、
良
基
の
連
歌
論
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
『
九
州
問
答
』
注
釈
Ⅰ
」

《
八
、
詩
ノ
心
ヲ
取
事
》
《
十
五
、
真
実
秀
逸
体
事
》
参
照
。
中
世
後
期
か
ら

「
さ
ざ
め
く
」
の
形
も
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
『
饅
頭
屋
本
節
用
集
』
は

「
ザ
ヾ
メ
ク
」
、『
黒
本
本
節
用
集
』
は
「
サ
ヾ
メ
ク
」
と
す
る
。
底
本
に
は
「
サ

ヾ
」
と
あ
り
、
書
写
者
は
「
さ
ざ
め
く
」
と
音
読
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

い
か
や
う
な
る
時
吹
く
を
「
花
風
」
と
云
ふ
べ
き
か

ど
の
よ
う
な
と
き
に

*10吹
く
の
を
「
花
の
風
」
と
言
い
表
わ
す
の
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。

盛
り
に
は
、
さ
す
が
風
な
き
心
地
を
含
め
り

花
の
「
盛
り
」
と
詠
む
と
き

*11に
は
、
や
は
り
風
の
吹
か
な
い
様
相
を
帯
び
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
「
花
盛
り

梢
を
さ
そ
ふ
風
な
く
て
の
ど
か
に
散
ら
す
春
に
逢
は
ば
や
」
（
山
家
集
・
一
三

五
）
で
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
風
に
散
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
が
、
花
盛

り
の
本
意
だ
と
い
う
こ
と
。

散
る
べ
き
比
の
風
な
ら
ば
…
理
更
々
叶
は
ず

花
が
散
ろ
う
と
す
る
頃
に
吹

*12く
な
ら
ば
、
そ
れ
で
も
、
夢
よ
り
も
儚
く
も
ろ
い
花
に
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
も

吹
い
て
ほ
し
く
な
い
風
な
の
に
、
吹
き
続
け
る
「
松
風
」
を
い
う
よ
う
に
「
花

の
風
」
と
言
い
表
そ
う
と
す
る
の
は
、
理
屈
が
全
く
通
ら
な
い
。
「
松
風
」
は

そ
の
音
に
寂
寥
感
を
響
か
せ
る
表
現
で
あ
り
、
「
夕
暮
の
鐘
の
響
き
に
吹
き
そ

へ
て
嵐
の
山
を
送
る
松
風
」
（
壬
二
集
・
一
六
三
一
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
。「
花

の
風
」
と
い
う
形
の
歌
例
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
歌
例
は

少
な
く
な
く
、
用
例
に
「
花
の
風
吹
く
な
と
か
か
れ
松
の
藤
」
（
梵
灯
庵
日
発

句
（
吉
川
本
）・
八
八
）
な
ど
が
あ
る
。

た
だ
花
を
吹
き
散
ら
し
…
無
下
な
り

単
に
花
を
吹
き
散
ら
し
て
い
る
こ
と

*13を
詠
む
た
め
に
の
み
「
花
の
風
」
と
言
い
表
す
な
ら
ば
、
こ
れ
も
ま
た
あ
ま
り

に
酷
い
。

花
を
散
ら
す
風
…
面
白
き
こ
と
か
あ
ら
ん

花
を
散
ら
す
風
と
い
う
眼
目
の

*14み
を
強
く
主
張
し
て
は
、
い
っ
た
い
何
の
趣
が
あ
ろ
う
か
。

さ
れ
ば
、「
風
よ
り
つ
ら
き
筆
の
跡
か
な
」
と
詠
め
り

そ
れ
で
、「
風
よ
り

*15つ
ら
き
筆
の
跡
か
な
」
と
詠
む
の
で
あ
る
。
出
典
未
詳
。
花
を
散
ら
す
風
は
つ

ら
い
も
の
だ
が
、
そ
の
風
よ
り
も
つ
ら
い
冷
淡
な
内
容
の
恋
文
だ
、
と
い
う
意
。

「
風
よ
り
つ
ら
き
」
の
歌
例
に
、
「
花
の
香
は
薫
る
ば
か
り
を
行
方
と
て
風
よ

り
つ
ら
き
夕
闇
の
空
」（
拾
遺
愚
草
・
六
二
七
）
が
あ
る
。

こ
れ
も
「
風
よ
り
つ
ら
き
仕
手
心
か
な
」
と
こ
そ
云
ふ
べ
け
れ

こ
れ
も
、

*16「
風
よ
り
つ
ら
き
仕
手
心
か
な
」
と
言
い
表
せ
よ
う
。
花
に
吹
く
風
を
詠
む
連

歌
の
作
り
手
は
、
そ
の
風
よ
り
も
つ
ら
い
も
の
だ
、
と
揶
揄
し
た
言
い
方
。

「
荻
の
風
」
は
竦
み
た
り

「
荻
の
風
」
は
縮
こ
ま
っ
て
い
る
。
「
荻
吹
く

*17風
」
と
い
う
和
歌
に
頻
出
す
る
措
辞
を
圧
縮
し
た
よ
う
な
言
い
方
だ
と
い
う
こ

と
。
連
歌
例
は
「
秋
よ
り
は
涼
し
き
に
吹
け
荻
の
風
」
（
梵
灯
庵
日
発
句
（
吉

川
本
）・
一
五
六
）
、「
吹
き
さ
く
や
音
ぞ
穂
よ
り
あ
る
荻
の
風
」
（
『
連
通
抄
』）
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な
ど
多
数
見
え
る
。
本
書
は
「
荻
の
風
」
を
「
好
ま
ざ
る
詞
」
と
す
る
が
、『
和

歌
集
心
躰
抄
抽
肝
要
』
『
禁
好
詞
』
は
好
む
べ
き
詞
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
認
識
が
改
ま
り
、
積
極
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

「
水
音
」
は
よ
く
聞
こ
え
た
り
。
「
水
の
音
」
は
、
間
遠
に
聞
こ
ゆ

「
水

*18音
」
は
よ
く
聞
こ
え
る
。「
水
の
音
」
は
、
間
延
び
し
て
聞
こ
え
る
。「
水
音
」

は
和
歌
・
連
歌
と
も
に
用
例
多
数
で
、
和
歌
の
初
例
は
「
せ
く
手
に
は
涼
し
き

こ
と
も
淀
み
け
り
水
音
の
み
も
思
ひ
け
る
か
な
」（
散
木
奇
歌
集
・
三
三
二
）、

連
歌
の
初
例
は
「
水
音
の
響
く
そ
な
た
に
滝
落
ち
て
」
（
元
弘
三
年
十
月
二
十

三
日
百
韻
・
一
九
・
印
）
で
あ
る
。
「
水
の
音
」
は
、
和
歌
で
は
「
五
月
雨
は

懐
か
し
か
り
し
水
の
音
の
お
び
た
だ
し
く
も
鳴
り
わ
た
る
か
な
」
（
散
木
奇
歌

集
・
二
九
六
）
な
ど
の
よ
う
に
字
余
り
で
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
連
歌
例

に
「
氷
ら
む
と
こ
こ
に
寒
き
は
水
の
音
」（
梵
灯
庵
日
発
句
（
吉
川
本
）・
二
九

一
）
な
ど
。
た
だ
し
、
後
代
の
連
歌
書
『
砌
塵
抄
』『
禁
好
詞
』『
吾
妻
問
答
』

は
「
水
音
」
を
嫌
う
べ
き
詞
と
す
る
。

「
波
音
」、
竦
み
た
る
や
う
な
り
。「
波
の
音
」
は
然
り

「
波
音
」
は
縮
こ

*19ま
っ
た
感
じ
だ
。「
波
の
音
」
は
そ
の
通
り
で
よ
い
。
和
歌
で
は
、
「
波
音
」
の

形
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
が
、
「
波
の
音
」
は
「
浦
づ
た
ふ
磯
の
苫
屋
の
梶
枕

聞
き
も
な
ら
は
ぬ
波
の
音
か
な
」
（
千
載
集
・
羇
旅
・
五
一
五
・
俊
成
）
な
ど

多
く
詠
ま
れ
る
。
連
歌
例
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
。

「
水
の
音
」「
波
音
」
あ
る
ま
じ
き
に
て
は
な
し

「
水
の
音
」「
波
音
」
も
、

*20あ
っ
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

詞
の
善
し
悪
し
き
を
我
と
弁
へ
、
い
か
に
も
い
か
に
も
詞
を
労
る
べ
し

言

*21葉
の
善
し
悪
し
を
お
の
ず
か
ら
弁
え
て
、
ぜ
ひ
と
も
言
葉
を
大
切
に
扱
う
べ
き

で
あ
る
。
底
本
「
イ
タ
ワ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
の
は
誤
写
か
。
「
労
る
」
と
解

し
た
。

（
生
田
）

《
六
十
七
、
返
歌
の
体
（
一
）》

一
十七

、

歌
の
返
事
す
る
べ
き
や
う
、
四
種
あ
り
。
連
歌
に
は
、
返
歌
の
体
な
し
。

様

*1

さ
り
な
が
ら
会
釈
の
句
の
付
合
は
返
歌
の
心
あ
る
べ
し
。

尺

連
歌
に
は
、
二
種
あ
り
。
我
よ
り
勝
れ
る
人
に
初
め
て
見
参
の
時
の
発
句
申

ま
さ

は
じ

*2す
こ
と
あ
ら
ば
、
そ
の
心
ち
と
あ
る
べ
し
。

ま
た
、
上
の
人
の
御
発
句
に
脇

．
事

其

又

わ
き

*3

の
句
な
ど
付
け
申
す
こ
と
あ
ら
ん
時
は
、
そ
の
小
宛
こ
れ
ま
た
あ
る
べ
し
。

．

．
事

其

こ

あ

て

是

又

可

在

同

じ
ほ
ど
の
人
に
対
し
て
の
句
、
そ
の
変

目
あ
る
べ
し
。
連
歌
に
は
こ
の

お[

を]

な

其

か
は
［
わ
］
り
め

此

*4二
体
な
り
。

也

発
句
な
ら
ず
仕
流
し
の
句
に
も
こ
の
心
あ
り
。
ま
た
云
ふ
、
か
や
う
の
句
に

．

な
が

此

又

様

*5こ
そ
憖
じ
ひ
に

誤

り

多

け
れ
ば
、
た
だ
心
に
祝
言
を
も
つ
て
差
し
出
ば

な
ま

い

あ
や
ま

お
ほ
［
を
ゝ
］

只

さ

で

み
た
る
詞
を
斟
酌
す
る
体
も
あ
り
。

こ
れ
ま
た
貴
所
に
て
の
発
句
、
先
年
、
武
州
、
年
始
の
御
会
の
時
不
吉
の
句

是

又

*6出
で
来
し
に
よ

つ

て
、
花
洛
の
連
歌

押

し
止
め
ら
れ
き
。

仍
つ
て
さ
り

．

．
．

【
ナ
シ
】

お
［
を
］

と
ゞ

*7

ぬ
べ
き
方
様
の
御
夢
想
な
ど
に
も
し
か
る
べ
か
ら
ざ
る
由
あ
り
。

仙
洞
の
御

さ
ま

不

可

然

よ
し

在

*8
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夢
に
も
、
洛
中
の
上
下
・
万
民
の
舌
を
武
州
の
切
ら
る
と
御
覧
ぜ
ら
る
る
に
よ

被

切

ゝ

つ

て
、
次
の
年
の
正
月
、
武
州
の
御
宿
所
に
お
い
て
御
会
あ
り
。

発
句
、

【
ナ
シ
】

於

御

宿

所

有

御

会

*9

救
済
、

春
の
来
て
も
と
の
道
あ
る
雪
間
か
な

哉

194
脇
句
、
頼
之
、

*10

ま
た

改

ま
る
年
ぞ
久
し
き

又

あ
ら
た

195
こ
の
発
句
、
心

妙

に
し
て
連
歌
を
起
さ
る
る
儀
を
顕
し
、
有
道

の

祝
言

．

此

た
へ
［
え
］

被

起

【
ナ
シ
】

*11な
り
。
殊
勝
の
句
な
り
。
脇
の
句
も
こ
の
心
に
掛
け
合
ひ
た
り
。

也

也

此

か

あ

い

ま
た
云
ふ
、
御
前
の
発
句
に
、
周
阿
、

．

又

*12

花
咲
き
て
御
代
に

樗

の
盛
り
か
な

．

さ

あ
ふ
［
う
］
ち

哉

196
脇
の
句
、
上
意
を
以
て
、
頼
之
、

わ
き

以

上

意

*13

常
葉
の
陰
ぞ
夏
木
立

な
る

．

か
げ

197

ち

【
注
釈
】

歌
の
返
事
す
る
べ
き
や
う
…
心
あ
る
べ
し

和
歌
に
お
け
る
返
事
の
詠
み
方

*1は
四
種
あ
る
。
連
歌
に
は
返
歌
を
す
る
や
り
方
自
体
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

会
釈
の
句
に
対
す
る
付
合
に
は
、
返
歌
を
し
て
い
る
よ
う
な
意
識
が
あ
る
べ
き

で
あ
る
。

連
歌
に
は
、
二
種
あ
り
…
ち
と
あ
る
べ
し

連
歌
に
は
、（
こ
う
い
う
返
歌
に

*2

似
た
詠
み
方
は
）
二
種
あ
る
。
自
分
よ
り
目
上
の
人
の
と
こ
ろ
に
初
め
て
伺
っ

た
と
き
に
発
句
を
詠
む
こ
と
が
も
し
あ
れ
ば
、
返
歌
を
し
て
い
る
よ
う
な
心
構

え
が
少
し
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
返
し
と
な
り
え
な
い
発
句
で
は
あ
る

が
、
目
上
の
人
の
御
前
で
の
場
合
、
そ
の
立
場
に
応
じ
て
、
返
歌
を
す
る
時
と

似
た
気
持
ち
を
も
っ
て
詠
む
べ
き
と
す
る
。

ま
た
、
上
の
人
の
御
発
句
…
あ
る
べ
し

ま
た
、
目
上
の
人
の
発
句
に
脇
の

*3句
を
付
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
発
句
の
肝
心
な
と
こ
ろ
に
し
っ
か
り
つ
け
て

い
な
い
と
い
け
な
い
。「
小
宛
」
に
つ
い
て
「
『
長
短
抄
』
注
釈
Ⅲ
」《
四
十
六
、

き
う
題
（
一
）》
参
照
。

同
じ
ほ
ど
の
人
に
…
二
体
な
り

自
分
と
対
等
な
相
手
に
対
し
て
付
け
た
の

*4と
、
目
上
の
人
に
対
し
た
句
に
は
、
そ
れ
な
り
の
違
い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
歌
に
お
け
る
返
歌
の
よ
う
な
や
り
方
は
こ
の
二
種
で
あ
る
。《
注

》
に
い

2

う
返
歌
風
な
発
句
の
詠
み
方
が
そ
の
第
一
種
で
、
第
二
種
は
《
注

》
に
説
く
、

3

目
上
の
人
の
発
句
に
付
け
た
脇
句
の
場
合
、
的
確
に
呼
応
す
べ
く
特
別
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
詠
み
方
を
指
す
。

発
句
な
ら
ず
仕
流
し
の
…
体
も
あ
り

発
句
に
限
ら
ず
、
一
座
の
成
り
行
き

*5で
付
け
た
句
で
も
、
こ
う
い
う
意
識
を
持
つ
と
き
が
あ
る
。
加
え
て
い
う
な
ら

ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
句
に
限
っ
て
間
違
い
が
多
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
も

っ
ぱ
ら
祝
う
気
持
ち
を
も
っ
て
出
過
ぎ
た
よ
う
な
言
葉
を
控
え
る
と
い
っ
た
や

り
方
も
あ
る
。
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こ
れ
ま
た
貴
所
に
て
の
…
止
め
ら
れ
き

貴
人
御
前
で
の
発
句
の
場
合
も
同

*6じ
で
あ
る
が
、
先
年
、
武
州
が
、
新
年
の
御
連
歌
会
の
時
に
不
吉
な
句
が
出
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
都
の
連
歌
を
中
止
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
武
州
」、
つ
ま

り
武
蔵
守
の
職
に
あ
っ
た
細
川
頼
之
（
一
三
二
九
―
九
二
）
な
る
人
物
は
、
三

代
将
軍
足
利
義
満
（
一
三
五
八
―
一
四
〇
八
、
在
任
一
三
六
八
―
九
四
）
を
そ

の
就
任
前
年
か
ら
十
二
年
に
亘
り
（
一
三
六
七
―
七
九
）
、
幕
府
管
領
と
し
て
補

佐
し
た
。
武
蔵
守
に
任
命
さ
れ
た
の
が
義
満
将
軍
就
任
当
年
（
一
三
六
八
）
。
こ

こ
で
「
御
会
」
と
さ
れ
る
連
歌
会
の
主
催
者
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。
以

下
に
「
武
州
の
御
宿
所
」
の
用
例
も
あ
り
頼
之
本
人
の
可
能
性
を
排
除
し
切
れ

な
い
が
、
当
会
の
事
情
が
都
全
体
に
響
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
や

は
り
公
的
性
格
を
持
つ
将
軍
義
満
の
会
が
妥
当
。
尤
も
こ
の
文
脈
で
頼
之
の
連

歌
中
止
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、（
そ
の
対
応
が
極
端
す
ぎ
た
に
せ
よ
）

貴
人
の
前
で
場
に
相
応
し
く
な
い
よ
う
な
句
を
詠
ま
な
い
こ
と
が
い
か
に
重
要

か
を
示
す
た
め
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
頼
之
は
勅
撰
集
に
計
十
三
首
ほ
ど
入
集

し
、
歌
人
今
川
了
俊
を
自
邸
に
招
き
連
歌
を
張
行
す
る
な
ど
し
て
、
文
芸
に
も

深
い
志
を
有
し
た
。

仍
つ
て
さ
り
ぬ
べ
き
…
由
あ
り

し
た
が
っ
て
相
当
な
身
分
の
方
の
御
夢
想

*7に
も
、
そ
の
よ
う
な
（
つ
ま
り
貴
人
を
前
に
し
た
時
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
）

句
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
の
教
示
が
あ
っ
た
。
本
文
章
の
指
す
事

情
は
や
は
り
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
中
止
事
件
の
顛
末
を
追
っ
て
の
文
脈
に
し

て
み
れ
ば
、
こ
こ
の
「
さ
り
ぬ
べ
き
方
様
」
と
は
「
御
会
」
主
催
者
と
同
じ
く

義
満
に
特
定
で
き
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
補
佐
官
頼
之
の
強
硬
手
段
を
将
軍
自

ら
が
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
文
脈
が
通
り
に
く
い
が
、
武
州
が
連
歌
を
禁
止
し

た
こ
と
を
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
、
と
も
取
れ
る
。

仙
洞
の
御
夢
に
も
…
御
会
あ
り

上
皇
の
夢
に
も
、（
管
領
）
武
蔵
守
頼
之
が

*8都
中
の
住
民
全
員
の
舌
を
切
る
と
い
う
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
の

正
月
に
は
同
武
蔵
守
頼
之
の
屋
敷
で
連
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
こ
こ
に
挙
が
る
関

連
人
物
の
呼
称
に
よ
り
時
期
を
限
定
し
て
み
れ
ば
、
当
の
連
歌
会
に
参
加
し
た

救
済
の
没
年
（
一
三
七
八
）
以
前
、
頼
之
の
武
蔵
守
就
任
年
（
一
三
六
八
）
以

降
で
、「
仙
洞
」
は
、
こ
の
時
期
に
限
定
す
れ
ば
、
頼
之
が
在
位
年
間
か
ら
も
擁

護
し
た
御
光
厳
上
皇
（
一
三
七
一
譲
位
、
一
三
七
四
崩
御
）
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
の
文
意
は
特
に
前
文
と
の
関
係
に
お
い
て
解
釈
が
難
し
い
箇
所
。「
さ

り
ぬ
べ
き
方
様
の
御
夢
想
に
も
」「
仙
洞
の
御
夢
に
も
」
と
の
連
続
を
重
視
す
れ

ば
、将
軍
に
次
い
で
上
皇
ま
で
も
連
歌
の
中
止
に
一
端
同
意
を
し
た
と
み
え
る
。

一
方
、
前
注
の
別
解
と
同
様
、
夢
の
中
身
が
、
都
民
の
舌
を
切
る
、
つ
ま
り
連

歌
を
詠
む
こ
と
を
禁
止
し
た
こ
と
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
を
含
意
し
て
い
る
と

も
読
め
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
夢
が
連
歌
再
開
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
な
る
次
の

付
合
を
引
き
出
し
て
い
る
と
取
れ
る
。

発
句
、
救
済

救
済
に
つ
い
て
は
《
六
十
六
、
仕
手
の
好
ま
ぬ
詞
》
参
照
。

*9本
書
に
度
々
言
及
さ
れ
、
引
用
さ
れ
る
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
連
歌
師
。

脇
句
、
頼
之

亭
主
と
し
て
頼
之
が
脇
句
を
付
け
る
。
細
川
頼
之
に
つ
い
て

*10は
《
注

》
参
照
。

6
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〈

・

〉

194

195

［
付
合
］「
雪
間
」
が
解
氷
し
て
見
え
出
し
た
こ
ろ
の
「
春
」
に
「
改
ま
る
年
」

を
合
わ
せ
た
素
直
な
付
合
で
、
こ
の
あ
り
ふ
れ
た
趣
向
に
「
有
道
の
祝
言
」
、
つ

ま
り
連
歌
再
興
の
祝
意
を
託
し
た
。
前
句
の
「
道
」
と
は
去
年
の
不
吉
な
出
来

事
（
《
注

》《
注

》
参
照
）
の
影
響
で
一
時
期
中
止
と
な
っ
て
「
埋
も
れ
て
」

6

8

い
た
連
歌
の
「
道
」
を
指
し
、
春
と
共
に
そ
れ
が
復
活
し
た
こ
と
を
言
っ
た
。

付
句
は
そ
の
志
を
共
有
し
て
歓
迎
す
る
。

［
現
代
語
訳
］《
前
句
》
春
が
来
て
も
と
の
道
が
ほ
の
見
え
る
雪
間
だ
な
。《
付

句
》
新
た
に
な
る
年
も
ま
た
久
し
く
続
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
発
句
…
殊
勝
の
句
な
り
。
脇
の
句
も
こ
の
心
に
掛
け
合
ひ
た
り

こ
の

*11発
句
は
、
一
句
と
し
て
の
趣
向
も
優
れ
、
ま
た
連
歌
の
再
興
を
果
た
し
た
旨
を

表
現
し
て
、
道
に
適
っ
た
祝
言
と
な
っ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
句
で
あ
る
。
脇

句
も
そ
の
趣
旨
に
う
ま
く
応
じ
て
い
る
。

ま
た
云
ふ
、
御
前
の
発
句
に
、
周
阿

同
様
に
、（
足
利
義
満
）
御
前
で
の
発

*12句
に
、
周
阿
が
こ
う
詠
ん
だ
。
周
阿
は
《
注

》
に
見
え
る
連
歌
師
救
済
の
弟

9

子
。
同
じ
く
《
六
十
六
、
仕
手
の
好
ま
ぬ
詞
》
参
照
。「
御
前
」
と
は
頼
之
が
補

佐
し
た
将
軍
足
利
義
満
。《
注

》
参
照
。

6

脇
の
句
、
上
意
を
以
て
、
頼
之

そ
の
脇
句
に
、
将
軍
義
満
の
意
を
汲
ん
で
、

*13頼
之
が
こ
う
応
じ
た
。

〈

・

〉

196

197

［
付
合
］
夏
に
花
を
付
け
る
「
樗
」
に
「
夏
木
立
」
で
応
じ
る
点
等
か
ら
、
正

月
に
詠
ま
れ
た
〈

・

〉
の
連
歌
と
時
期
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。

194

195

満
開
の
樗
と
夏
頃
の
緑
林
を
合
わ
せ
た
歌
例
に
「
樗
咲
く
外
面
の
木
陰
露
落
ち

て
五
月
雨
晴
る
る
風
渡
る
な
り
」（
新
古
今
集
・
夏
・
二
三
四
・
忠
良
）
な
ど
が

あ
る
。
一
時
だ
け
の
花
に
常
緑
を
対
照
し
な
が
ら
、
両
者
共
通
に
漲
る
生
命
力

を
際
立
た
せ
、
当
代
の
盛
ん
な
様
を
寿
ぐ
付
合
。
発
句
の
賞
賛
す
る
意
図
を
う

ま
く
「
返
し
た
」、
著
者
の
い
う
返
歌
的
に
詠
む
脇
句
の
一
例
。

［
現
代
語
訳
］《
前
句
》
花
が
御
代
に
巡
り
合
っ
て
咲
き
、
樗
の
木
は
盛
り
の
こ

ろ
に
な
っ
た
こ
と
だ
。《
付
句
》
一
方
で
常
葉
の
木
陰
も
繁
っ
た
夏
木
立
ち
で
覆

わ
れ
て
い
る
。

（
ノ
ッ
ト
）

《
六
十
八
、
返
歌
の
体
（
二
）》

ま
た
云
ふ
、
周
阿

洛
中
に
於
い
て
知
音
の
聖
あ
り
。

竹
生
島
に
あ
る
坊
を
請

．

又

於

洛

中

*1

*2

け
取
り
て
あ
る
由
、
聞
き
て
尋
ね
行
き
て
、
周
阿
発
句
、

．

．

．

．

よ
し

見
て
も
み
む

月
を

主

の
花
の
宿

み

あ
る
じ

198

*3

*4

脇
句
、
こ
の
聖
、

此
軒
端
の
梅
を
風
や
訪
ふ
ら
ん

と

う

199と
付
け
た
り
。

こ
れ
、
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
付
様
な
り
。

周
阿
を
ば
〈
風
〉
に
な

．

是

也

*5

*6

し
て
、
我
を
ば
〈
梅
〉
に
喩
ふ
る
や
う
に
聞
こ
え
た
り
。

自

称
の
句
か
。

た
と

う

様

き

じ
し
よ
う
［
せ
う
］

歟

*7



- 51 -

【
注
釈
】

洛
中
に
於
い
て
知
音
の
聖
あ
り

都
に
知
人
の
聖
が
い
る
。
「
洛
中
」
は
都

*1の
意
。「
知
音
」
は
心
の
底
を
う
ち
あ
け
て
話
す
こ
と
の
で
き
る
友
。
転
じ
て
、

友
人
、
知
り
合
い
の
こ
と
。

竹
生
島
に
あ
る
坊
を
請
け
取
り
て
あ
る
由
、
聞
き
て

（
聖
が
）
竹
生
島
に

*2あ
る
僧
坊
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
。
「
竹
生
島
」
は
現
在
、
滋
賀

県
琵
琶
湖
の
北
部
に
あ
る
島
。竹
生
島
観
音
と
し
て
知
ら
れ
る
宝
厳
寺
が
あ
る
。

「
坊
」
は
僧
侶
の
居
所
。

〈

・

〉

198

199

見
て
も
み
む

見
て
み
た
い
も
の
だ
。

*3
月
を
主
の
花
の
宿

月
を
主
人
と
す
る
花
咲
く
宿
。
「
月
」
を
「
主
」
と
す

*4る
と
い
う
の
は
、
月
が
宿
の
主
人
で
あ
る
意
。
歌
例
に
、
「
嵐
吹
く
深
山
の
庵

の
ひ
ま
を
あ
ら
み
月
を
主
と
訪
ふ
人
も
が
な
」（
範
宗
集
・
二
三
七
）
が
あ
る
。

「
花
の
宿
」
と
い
う
の
は
、
花
の
咲
き
ほ
こ
る
家
の
こ
と
。
歌
例
に
は
「
夢
な

れ
や
昔
の
春
の
花
の
宿
野
原
の
露
に
秋
風
ぞ
吹
く
」
（
安
撰
集
・
一
八
八
・
興

雅
）
な
ど
が
あ
る
。

［
付
合
］
月
を
主
人
と
す
る
花
の
咲
く
宿
を
詠
む
前
句
を
受
け
て
、
付
句
は
そ

の
花
を
梅
の
花
と
取
っ
て
、
そ
の
軒
端
の
梅
に
風
が
訪
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
、
と
応
じ
た
も
の
。

［
現
代
語
訳
］
《
前
句
》
見
て
み
た
い
も
の
だ
、
月
を
主
人
と
す
る
花
咲
く
宿

を
。《
付
句
》
そ
の
野
端
に
咲
く
梅
を
風
が
訪
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
、
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
付
様
な
り

こ
れ
は
（
連
歌
に
）
ふ
さ
わ
し
く
な
い

*5付
け
方
で
あ
る
。

周
阿
を
ば
〈
風
〉
に
な
し
て
、
我
を
ば
〈
梅
〉
に
喩
ふ
る
や
う
に
聞
こ
え
た

*6り

周
阿
を
「
風
」
に
、
聖
自
ら
を
「
梅
」
に
例
え
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

自
称
の
句
か

自
ら
を
称
讃
し
た
句
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
仮
名
使
い
に
つ

*7い
て
、
底
本
「
ジ
セ
ウ
」
と
濁
点
あ
り
。
『
易
林
本
節
用
集
』
に
は
「
自
称
」

ジ

セ

ウ

と
あ
る
。
客
人
で
あ
る
周
阿
を
「
風
」
に
例
え
な
が
ら
、
聖
自
ら
を
一
般
に
称

美
さ
れ
る
「
梅
」
に
例
え
る
の
は
礼
儀
を
欠
い
た
詠
み
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

（
新
田
）

【
引
用
・
参
考
文
献
】

〈
引
用
文
献
〉

※
引
用
和
歌
の
歌
番
号
と
本
文
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』

（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
拠
り
、
引
用
連
歌
句
の
句
番
号
と
本
文
は
、
特
に

断
り
の
な
い
限
り
『
連
歌
大
観
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
拠
っ
た
。

○
『
毎
月
抄
』
…
『
歌
論
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

○
『
袋
草
紙
』
…
『
袋
草
紙
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
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○
『
十
訓
抄
』
…
『
十
訓
抄
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

○
『
枕
草
子
』
…
『
枕
草
子
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

○
『
知
連
抄
』
…
廣
木
一
人
他
「
『
知
連
抄
』
注
釈
Ⅰ
～
Ⅳ
」

○
『
僻
連
抄
』
…
『
連
歌
論
集

能
楽
論
集

俳
論
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
）

○
『
撃
蒙
抄
』
…
廣
木
一
人
他
「
『
撃
蒙
抄
』
注
釈
Ⅰ
～
Ⅲ
」

○
『
筑
波
問
答
』
…
『
連
歌
論
集

能
楽
論
集

俳
論
集
』
（
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
）

○
『
連
歌
秘
伝
抄
』
…
『
連
歌
論
集

二
』（
三
弥
井
書
店
）

○
『
梵
灯
庵
主
返
答
書
』
…
廣
木
一
人
他
「
『
梵
灯
庵
主
返
答
書
』
注
釈
Ⅰ
～

Ⅲ
」

○
『
九
州
問
答
』
…
廣
木
一
人
他
「
『
九
州
問
答
』
注
釈
Ⅰ
・
Ⅱ
」

○
『
連
歌
付
合
の
事
』『
連
珠
合
璧
集
』
…
『
連
歌
論
集

一
』（
三
弥
井
書
店
）

○
『
和
歌
集
心
躰
抄
抽
肝
要
』
…
『
和
歌
集
心
躰
抄
抽
肝
要
』（
大
学
堂
書
店
）

○
『
連
歌
十
様
』
…
廣
木
一
人
他
「
『
連
歌
十
様
』
注
釈
」

○
『
連
歌
手
爾
葉
口
伝
』『
一
紙
品
定
之
灌
頂
』
…
『
連
歌
論
新
集
』（
古
典
文

庫
）

○
『
密
伝
抄
』『
砌
塵
抄
』
…
『
連
歌
論
集

三
』（
三
弥
井
書
店
）

○
『
梅
春
抄
』
…
『
連
歌
論
集

四
』（
三
弥
井
書
店
）

○
『
連
理
秘
抄
』
『
十
問
最
秘
抄
』
『
さ
さ
め
ご
と
』
『
吾
妻
問
答
』
…
『
連
歌

論
集

俳
論
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

○
『
宗
養
三
巻
集
』『
連
歌
奥
儀
明
鏡
秘
集
』『
連
歌
秘
袖
抄
』
…
古
典
文
庫
『
宗

養
連
歌
伝
書
集
』

○
『
連
歌
教
訓
』
…
『
連
歌
論
集

下
』（
岩
波
文
庫
）

○
『
連
通
抄
』
…
『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
五
巻
』（
和
泉
書
院
）

○
『
饅
頭
屋
本
節
用
集
』『
易
林
本
節
用
集
』『
黒
本
本
節
用
集
』
…
中
田
祝
夫

『
改
訂
新
版

古
本
節
用
集
六
種

研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
出
版
）

○
『
禁
好
詞
』
…
金
子
金
治
郎
『
連
歌
総
論
』（
桜
楓
社
）

〈
参
考
文
献
〉

○
金
子
金
治
郎
『
連
歌
論
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
六
月
）

○
片
岡
伸
江
「
連
歌
詞
の
位
置
―
嫌
詞
の
流
れ
か
ら
」（
『
国
語
と
国
文
学
』

-67

、
一
九
九
〇
年
二
月
）

12○
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
小
学
館
）

○
『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）

○
『
岩
波
古
語
辞
典

補
訂
版
』（
岩
波
書
店
）

○
『
和
歌
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
）

○
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典

増
訂
版
』
（
笠
間
書
院
）

○
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編
』（
三
省
堂
）

○
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）

○
『
連
歌
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）

○
『
歌
枕
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）

○
『
俳
文
学
大
辞
典

普
及
版
』（
角
川
学
芸
出
版
）
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○
金
子
金
治
郎
『
菟
玖
波
集
の
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
五
年
十
二
月
）

○
金
子
金
治
郎
『
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
九
年
四
月
）

○
金
子
金
治
郎
『
連
歌
論
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
六
月
）

○
金
子
金
治
郎
『
連
歌
総
論
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
七
年
九
月
）

○
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
～
一
九
七
三
年
）

○
斎
藤
義
光
『
中
世
連
歌
の
研
究
』
（
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
九
月
）

○
水
上
甲
子
三
『
中
世
歌
論
と
連
歌
』（
全
通
企
画
出
版
、
一
九
七
七
年
八
月
）

（
ひ
ろ
き
・
か
ず
ひ
と
／
本
学
名
誉
教
授
）
（
か
む
ら
・
ま
さ
え
／
本
学
大
学

院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
（
て
ら
お
・
ま
り
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学

生
）（
ぼ
に
ー
・
ま
っ
く
る
ー
あ
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）（
に
っ

た
・
あ
ん
な
／
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
学
生
）
（
い
く
た
・
よ
し
ほ
／
お

茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
（
あ
さ
い
・
み
ほ
／
お
茶
の

水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
（
の
っ
と
・
じ
ぇ
ふ
り
ー
／
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）


